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１．計画策定の背景と目的                              

本市の北東部に位置する鶴崎地区は、別府湾に注ぐ大野川と乙津川による広い沖積平野で  
あり、古くから水運を利用し、瀬戸内海航路の拠点として発展してきました。豊かな歴史と自然
に恵まれた鶴崎地区では、鶴崎踊に代表される伝統行事も数多く受け継がれています。 

1914（大正 3）年に JR 日豊本線鶴崎駅が開業したことにより、鶴崎地区は大分市と大分郡・
北海部郡を結ぶ重要な結節点として大きく変貌を遂げました。昭和に入ると、大企業が次々と 
立地し、1963（昭和 38）年には鶴崎市と大分市が合併、1964（昭和 39）年には新産業都市に  
指定されたことにより企業誘致が進み、現在では都市の中核を形成しています。 
鶴崎駅周辺（JR 鶴崎駅及び県道鶴崎停車場線を核とし、鶴崎市民行政センターや大分鶴崎高

等学校付近までを含む。）は、地域に根付いた歴史や文化を生かした地区拠点の形成を図るため、
今後の持続的な発展が期待されています。 
一方で、鶴崎駅周辺では人口減少や少子高齢化に伴い、商店街などに空き地や空き家、空き 

店舗が増加し、まちの活力や賑わいが失われるなどの問題も生じています。 
現在、鶴崎駅周辺の東西を結ぶ国道 197 号において、大分市東部地区の交通問題の解消を  

目指し、志村～乙津間の 4 車線化に向けた拡幅工事が進められています。これらの取組は、鶴崎
駅周辺のまちづくりにも大きな変化をもたらすものと考えられます。このような環境の変化を
好機と捉え、鶴崎地区の地区拠点にふさわしい魅力ある都市空間の再構築（リニューアル）が 
求められています。 
このような背景を踏まえ、「鶴崎駅周辺整備基本構想」（以下「基本構想」という。）を策定し、

豊かな歴史と自然環境、そして既存の都市基盤を最大限に生かしながら、課題に対応した適切な
リニューアルを進めることで、次世代を担う子どもたちやその親世代を含む多世代が豊かに暮
らしていくためのまちを目指し、実現に向けた具体的な施策を順次展開していくこととしてい
ます。 
「鶴崎駅前広場整備基本計画」は、この基本構想に基づき、市民、行政、まちづくりの専門家

等が協働して、鶴崎駅前広場と県道鶴崎停車場線の整備方針や整備計画を策定することを目的
としています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 計画の位置づけ  
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２．計画の対象                              

本計画の対象は、鶴崎駅前広場および県道鶴崎停車場線とします。 
なお、鶴崎駅前広場は、1955（昭和 30）年 12 月 24 日に都市計画決定※1 された交通広場で 

あり、計画面積は 3,500ｍ²となっています。 
また、基本構想で展開される他の取組が密接に関連することから、本計画は鶴崎駅周辺も含む

広域的な視点から市民ニーズに対応するものとします。 

 

 
図 2 計画の対象 

 
※1 都市計画決定 

都市計画法に基づき、土地利用（土地の用途など）、都市施設（道路、公園、上下水道など）、計画的

な市街地形成などについて計画を定めること。  
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３．計画の策定体制                            

本計画の策定にあたって、有識者などで構成された「鶴崎駅前広場整備基本計画策定委員会」
を設置し、庁内の関係各課及び関係機関との議論を通じて計画策定しています。 
また、地元住民から幅広い意見を聴取するため、鶴崎駅周辺整備推進協議会［鶴崎駅前広場分

科会］（以下「推進協議会」という。）やワークショップを開催し、鶴崎駅周辺の課題やまちづく
りの方向性、駅前広場の整備方針について意見をいただき、計画に反映しています。 
さらに、鶴崎駅前広場の交通量や利用状況などの実態調査を実施し、計画に反映しています。 
 

 
図 3 計画の策定体制 
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１．鶴崎駅周辺を取り巻く状況                                 

 １-１．人口動向 

(1) 鶴崎地区の人口推移 

2015（平成 27）年の鶴崎地区の総人口は 7.6 万人であり、本市全体の人口の約 15.8％を占め
ています。2045（令和 27）年には、鶴崎地区の人口が 7.9 万人に増加する見込みであり、増加
率は約 5.1％となる見通しです。 

 

資料：大分市人口ビジョン  

図 1.1.1 鶴崎地区の人口推移 

 
(2) 鶴崎校区の人口推移 

鶴崎校区における 2024（令和 6）年の人口は 7,418 人であり、近年は減少傾向にあります。 
年少人口割合は 9.4％、老年人口割合は 32.5%であり、少子高齢化が進行していることが伺え 
ます。 

 
資料：住民基本台帳（各年毎月 9 月末日） 

図 1.1.2 鶴崎校区の人口推移 
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 １-２．交通環境 

(1) 道路環境 

鶴崎駅周辺の道路ネットワークは、本市の東西を結ぶ国道 197 号が幹線となっており、南へ 
延びる県道鶴崎大南線、市道東鶴崎下徳丸線（都市計画道路 家島高田線）や、臨海工業地帯へ
のアクセス※2 道路である県道鶴崎港線、市道鶴崎･三佐線（都市計画道路 寺司三佐線）で構成 
されています。令和 3 年度全国道路・街路交通情勢調査（道路交通センサス）※3によれば、交通
量が多い国道 197 号（約 17,000～29,000 台/24時間）では、「中鶴崎二丁目交差点」と「鶴崎駅
入口交差点」が主要渋滞箇所となっています。 
また、県道鶴崎大南線の交通量は約 16,000 台/24 時間で、混雑度※4が 1.32と比較的高くなっ

ています。 

 
資料：令和 3 年度全国道路・街路交通情勢調査  

図 1.1.3 道路ネットワークと交通量の状況 

 
※2 アクセス  接近、近づくための交通手段。 

※3 全国道路・街路交通情勢調査（道路交通センサス） 

全国の道路と道路利用の実態を捉え、将来の道路整備の方向を明らかにするため、全国の道路状況、交通

量、旅行速度、自動車運行の出発地・目的地、運行目的等を調査するもの。（最新実施年度：令和 3 年度） 

※4 混雑度 

交通容量に対する交通量の比。主に該当路線の混雑状況を示す指標として使用される。 

混雑度 道路混雑の状況 

1.00 以下 道路が混雑することなく、円滑に走行できる。 

1.00～1.25 道路が混雑する可能性のある時間帯が 1～2 時間あるものの、何時間も混雑が連続する可能性は小さい。 

1.25～1.75 ピーク時間帯はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能性が高い状態。 

1.75～2.00 慢性的混雑状態。昼間 12 時間のうち混雑する時間帯が約 50％に達する。 

2.00 以上 慢性的混雑状態。昼間 12 時間のうち混雑する時間帯が約 70％に達する。 

大野川 乙津川 
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(2) 公共交通ネットワーク 

公共交通ネットワークにおいては、JR 日豊本線が JR 鶴崎駅を経由して、上りで福岡県方面、
下りで宮崎県・鹿児島県方面を結んでいます。 
路線バスは、大分バスが国道 197 号沿線をはじめ、県道鶴崎大南線や市道東鶴崎下徳丸線  

（都市計画道路 家島高田線）沿線、市道鶴崎･三佐線（都市計画道路 寺司三佐線）沿線で運行
しています。特に、国道 197 号沿線のバス停では、運行本数が多くなっています。 
また、鶴崎バス停から家島方面及び堂園方面に向けて、ふれあい交通※5が運行されています。 
 

 
資料：大分市 HP、大分バス時刻表  

図 1.1.4 公共交通ネットワークの状況 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
※5 ふれあい交通 

時刻表に従い、公共交通の利用が不便な地域から、最寄りの路線バスの停留所までを結ぶ登録制・  

予約制の乗合タクシーのこと。2024（令和 6）年では、大分市内を 33 ルートで運行している。  

大野川 乙津川 
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 １-３．土地利用の状況 

JR 鶴崎駅の南側に位置する国道 197 号沿道には商業用地が多く、その周辺や後背地には住宅 
用地が広がっています。また、鶴崎小学校や大分鶴崎高等学校、鶴崎市民行政センター、鶴崎  
公民館などの公共施設用地としても利用されています。 

JR 鶴崎駅の北側は住宅用地や畑などが多く、さらに北側には工業用地が広がっています。 
鶴崎駅周辺には、空き地や駐車場などの低・未利用地※6が多く存在しています。 
 

 
資料：都市計画基礎調査（R4） 

図 1.1.5 土地利用状況 

 
※6 低・未利用地 

利用されていない土地や、利用が低い土地を指す。  

「その他の空き地」 
を抽出 

大野川 

乙津川 
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 １-４．建物用途の状況 

国道 197 号沿道には商店街が形成されており、商業施設や店舗併用住宅などが建ち並んでい
ます。また、鶴崎市民行政センター周辺の沿道においても、商業施設が比較的多く立地してい 
ます。 
これらの大通りに面していない後背地では、住宅や共同住宅が主体であるものの、商業施設や

業務施設等が点在している状況にあります。 
さらに、鶴崎駅周辺には、鶴崎市民行政センターをはじめ、公民館や学校、病院などの文教  

厚生施設も多く立地しています。 
 

 
資料：都市計画基礎調査（令和 4 年度） 

図 1.1.6 建物用途状況 

 
  

大野川 
乙津川 
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 １-５．都市機能の立地状況 

JR 鶴崎駅から 1km 圏の南東部を中心に、商業施設、医療施設、教育施設、子育て支援施設、
金融施設など多様な都市機能が立地しています。 
また、鶴崎市民行政センターや鶴崎公民館、消防署、警察署などの公共施設も充実しています。  
乙津川・大野川沿いには、都市公園や緑地も多く配置されており、特に鶴崎公園は広場や遊具、

東屋などが整備されており、住民から親しまれています。 
 

 
図 1.1.7 都市機能立地状況 

  

大野川 

乙津川 
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 １-６．歴史的資源の状況 

鶴崎駅周辺は、鎌倉時代以降、大友家、加藤家、細川家の領地を経て、明治維新以降は町村制
施行により、鶴崎町としての歴史を刻んできました。 

 

 
資料：鶴崎校区歴史マップ  

図 1.1.8 歴史的資源 

 

  
図 1.1.9 歴史的資源の例 

（左：鶴崎踊ブロンズ像 中：鶴崎大神宮 右：毛利空桑塾跡 知来館） 

 
 
  

大野川 

乙津川 
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大友家領地時代                                     

13 世紀初頭、大友家初代能
よし
直
なお
は、鎌倉幕府から「鎮西

ちんざい
奉行
ぶぎょう

・豊後
ぶ ん ご

守護
し ゅ ご

職
しき
」などの職に任

じられました。文永 8（1271）年、鎌倉幕府は西国に所領を持つ守護に対し、モンゴルの襲来（元

寇）に備えるよう命じ、第 3代頼
より
泰
やす
も九州に下り、大友氏は豊後に住むようになりました。 

第 21 代の宗麟の時代である天正 14（1586）年、薩摩島津軍が豊後に攻め込んできて、「鶴崎
城攻防の戦い」や「乙津川（寺司浜）の戦い」がありました。天正 15（1587）年に宗麟が      

亡くなり、文禄 2（1593）年、第 22 代義
よし
統
むね
は豊臣秀吉から領地を没収され、約 400 年続いた  

大友家の支配は終わりました。 

加藤家領地時代                                     

慶長 5（1600）年の関ヶ原の戦いの功績により、加藤清正は、徳川家康から、豊後のうち   
「鶴崎・佐賀関・野津原・久住」に約 2 万 5千石の領地を与えられ、鶴崎は加藤氏の領地となり

ました。清正は、鶴崎に「鶴崎御茶屋
お ち ゃ や

」を作り、「法心寺（日蓮宗）」を建立し、港や町並みを    
整備しました。 

清正の死後、その子 忠
ただ
広
ひろ
が後を継ぎますが、寛永 9（1632）年に加藤氏は改易されました。 

細川家領地時代                                     

加藤家改易の後、豊前小倉城主であった細川家第 3 代の忠
ただ
利
とし
が肥後を与えられ、豊後の内の 

元加藤家の領地もそのまま引き継ぎました。細川家は、鶴崎の町並みや港を整備するとともに、
行政組織も整備しました。参勤交代の際は、阿蘇を越え、鶴崎の港から大坂周辺まで、たびたび

船で往復していました。「けんか祭り」で有名な「劔
けん
八幡宮
はちまんぐう

」は、細川家により正保 2（1645）
年に建てられました。 
文化 7（1810）年には、伊能忠敬が鶴崎方面を測量し、また文久 4（1864）年には、勝海舟が

坂本龍馬らを伴って佐賀関に上陸し、長崎まで往復した時、ここ鶴崎に宿泊しています。 

明治維新以降                                      

明治維新後、鶴崎は鶴崎町として設立され、その後、市町村合併により鶴崎市となりました。
昭和 38（1963）年 3 月 10 日には大分市となりました。 

昭和 60（1985）年には毛利
も う り

空
くう
桑
そう

※7の遺品を集めた「毛利空桑遺品館」が建てられ、毛利空

桑の旧宅「天勝堂」や塾跡「知
ち
来館
らいかん

」を含め「毛利空桑記念館」として公開されています。 
鶴崎駅周辺には、これらの時代背景を象徴するような歴史文化資源が多数残されており、往時

の面影を感じることができます。 
 

資料：大分市歴史的風致維持向上計画（令和元年 6 月）をもとに作成 

 
※7 毛利空桑（1797～1884） 

儒学者。勤皇家。熊本藩医毛利太玄の二男。空桑は号である。日出の 脇
わ き

蘭室
らんしつ

や 帆足
ほ あ し

万里
ば ん り

に学び、文政

2(1819)年に熊本へ行き 大城霞坪
お お き か へ い

に師事、さらに福岡へ出て 亀井昭陽
かめいしょうよう

の門に入る。2 年後に鶴崎に帰

り、私塾「知来館
ち ら い か ん

」を開き子弟の教育にあたった。その後、熊本藩御茶屋内にあった郷校「成美館
せ い び か ん

」、

兵学教授所「有終館
ゆうしゅうかん

」などの設立に尽くした。明治 4(1871)年に長州の脱走兵をかくまったため入獄し

た。明治 14(1881)年には「天壌社
てんじょうしゃ

」を結成して反自由民権を唱え、大分の「明倫社
めいりんしゃ

」の会長も勤めた。  
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剣
けん
八幡
はちまん

神社                                      

 剣
けん
八幡
はちまん

神社は、正保 2（1645）年に熊本藩主の細川
ほそかわ

光尚
みつなお

によって創建されました。拝殿は入母屋造銅板葺
どうばんぶき

で、千鳥

破風が付き、唐破風のある向拝
こうはい

を設けています。 
『大日本帝國大分県社寺名勝圖録』によれば明治 32（1899）
年以前に建築されたことが分かります。平成 3（1991）年
に倒木により外壁が破損したため修理が行われました。 
本殿は三間社流造で建築年代は不明となっています。 

法心寺
ほ う し ん じ

                                        

 法心寺
ほ う し ん じ

は、慶長 6（1601）年に熊本藩主加藤清正に   
よって建立されました。山門（仁王門）は入母屋造本瓦葺
で、軒唐破風がつき、屋根を三手先の組物で支える伝統的
建造物です。 
明治 23（1890）年の『豊後国大分郡寺院明細帳』に記載

があり、それ以前の建築となっています。本堂は入母屋造
本瓦葺で、『鶴崎地方歴史年表』（昭和 51（1976）年）に  
よれば明治 44（1910）年の建築となっています。 

毛利
も う り

空
くう
桑
そう
旧宅「天勝堂」・塾跡「知

ち
来館
らいかん

」（県指定史跡）                  
旧宅「天勝堂」は、『毛利

空桑全集』（昭和 7（1932）
年）によれば安政 4（1857）
年に建築された切妻造二階
建桟瓦葺の住宅です。 

塾跡「知
ち
来館
らいかん

」は、旧宅
と同年の建築で、切妻造二
階建桟瓦葺で、1階部分で塾生が生活し、2 階が塾としての勉学の場となっていました。 

姫之宮
ひ め の み や

春日社
か す が し ゃ

                                     

姫之宮
ひ め の み や

春日社
か す が し ゃ

は、石碑碑文によれば昭和 18（1943）年に

改築されています。剣
けん
八幡
はちまん

神社の祭礼では神輿が立ち寄る 
場所で、拝殿は近年の建築ですが、本殿は一間社流造

銅板葺
どうばんぶき

です。 
また拝殿前の石鳥居は延享 5（1748）年に建築された  

ものとなっています。 

 
資料：大分市歴史的風致維持向上計画（令和元年 6 月）をもとに作成  

剣八幡神社拝殿 

法心寺本堂 

毛利空桑旧宅「天勝堂」 毛利空桑塾跡「知来館」 

姫之宮春日社 
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 １-７．法規制の状況 

JR 鶴崎駅の南側を中心に商業地域が指定されており、その他は主に第 1 種住居地域※8が指定
されています。また、都市計画道路 寺司三佐線の沿道には一部、第 2 種住居地域※9が指定され
ています。 

 

 
資料：おおいたマップ  

図 1.1.10 用途地域の指定状況 

 

 

 

 

※8 第１種住居地域 

住居の環境を守るための地域。3,000 ㎡までの店舗、事務所、ホテルなどが建てられる。 

※9 第 2 種住居地域 

主に住居の環境を守るための地域。店舗、事務所、ホテル、カラオケボックスなどが建てられる。 

大野川 

乙津川 
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 １-８．ハザードエリアの状況 

(1) 洪水浸水想定区域  

鶴崎駅周辺のほぼ全域が洪水浸水想定区域（想定最大規模※10）となっており、洪水時には 3～
5mの浸水（2 階の屋根まで浸水）が想定されています。 
特に、乙津川沿いや鶴崎公民館周辺部では、家屋の倒壊や流失をもたらす堤防決壊に伴う激し

い氾濫流や河岸侵食が発生することが想定される「家屋倒壊等氾濫想定区域」が指定されている
区域があります。 

 
資料：大分市洪水ハザードマップ 

図 1.1.11 洪水浸水想定区域 

 
※10  想定最大規模 

1000 年に１回程度の発生が想定されている降雨規模（想定し得る最大規模の降雨）。 

1000 年毎に１回発生する周期的な降雨ではなく、1 年の間に発生する確率が 1/1000（0.1％） 

以下の降雨のこと。  
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(2) 津波浸水想定区域 

南海トラフを想定震源とする地震による予想浸水深は、鶴崎駅周辺の西側や鶴崎公園の一部
で 0.5m 未満となっています。 
鶴崎小学校や市営東浦住宅周辺の一部を除き、鶴崎駅周辺のほとんどが別府湾を想定震源と

する地震による津波の予想到達ラインに含まれています。 
 

 
資料：大分市津波・地震ハザードマップ  

図 1.1.12 津波浸水想定区域 
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２．駅前広場周辺の現状                           
駅前広場周辺の現地の状況を整理します。 

 
図 1.2.1 駅前広場周辺の現地状況 

 

 
図 1.2.2 断面図  

鶴崎駅 
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①駅舎 

駅舎内に「駅かふぇ」というカフェがありま

す。 

②月極駐車場出入口 

JR 貨物が所有する駐車場出入り口は、  

駅前広場に接続されています。 

③タクシー乗降場 

タクシー乗降場は４台分あります。 

   
④鶴崎駅駐輪場（駅前） 

利用率の高い駐輪場です。 

（駐輪台数 246 台） 

⑤鶴崎駅前交差点 

交差点の面積が大きく、走行経路が複雑 

です。 

⑥彫刻（作品名：鶴崎踊り） 

設置年月 昭和 52 年 11 月。本町土地  

区画整理事業の竣功記念として建立。 

   
⑦彫刻（作品名：鶴崎踊り記念碑） 

設置年月 昭和 55 年 8 月 

⑧市道西鶴崎 10 号線 

西側方面への一方通行の道路です。 

⑨バス降車場 

乗車場はなく、降車のみの利用となります。 

   
⑩県道 208 号（鶴崎大南線） 

西側の一部が自転車道の構造となってい 

ます。 

⑪ベンチ 

外観は古いですが、頑丈な作りのベンチ  

です。 

⑫植栽桝 

植物の生長に伴い、根元の石が崩れてい 

ます。 

   
⑬市道中鶴崎１号線 

歩道がない２車線の対面通行の道路です。 

⑭市道北鶴崎 3 号線 

一部狭い歩道部分がある２車線の対面  

通行の道路です。 

⑮トイレ 

古いトイレですが、身障者用のトイレが設置さ

れています。 

  

 

⑯鶴崎駅駐輪場（駅東） 

（駐輪台数 498 台） 

⑰駅前広場全景 
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３．駅前広場の利用状況に関する実態調査                
本計画の策定にあたり、JR 鶴崎駅の利用実態を踏まえ、必要となる施設規模や配置を検討  

することを目的として、歩行者、自転車、自動車の利用状況について、下記のとおり実態調査を
実施しました。 

 
    調査日時  

【交通量調査】 ① 2023 年 11 月 21 日(火) 6:00～ 9:00 ［朝］ 

② 2024 年 7 月 9 日(火) 16:30～19:30 ［夕方］ 

【駐車場調査】 ③ 2024 年 10 月 1 日(火) 7:00～19:00 

 

 
図 1.3.1 調査員配置箇所 

 
 
 
 



 

21 

第
１
章 

鶴
崎
駅
周
辺
の
概
況 

 ３-１．歩行者 

JR 鶴崎駅へ出入りする人数を見ると、朝※11は 1,111 人（入：663 人、出：448 人）、夕方※11

は 1,238人（入：457 人、出：781 人）となっています。 
駅前の東西の通行人数を見てみると、朝は西側が 244 人、東側が 327 人、夕方は西側が 220

人、東側が 301 人となっており、鶴崎市民行政センターや学校が立地している東側での通行が
多くなっています。 
また、鶴崎駅駐輪場（駅前）への横断歩道では、朝は 238 人、夕方は 208 人となっており、

駅利用者の約 2 割が横断しています。車の動線と交錯しているため、交通事故の発生が懸念され
ます。 

 

 
図 1.3.2 歩行者の交通状況（左：朝 右：夕方） 

 

   
図 1.3.3 歩行者の状況 

（左：交差点での滞留状況  右：車道を通行する歩行者） 

 

 

 

 
※11  調査日時 

【朝】 2023 年 11 月 21 日(火) 6:00～9:00 (3 時間) 

【夕方】2024 年 7 月 9 日(火)16:30～19:30 (3 時間)  



第１章 鶴崎駅周辺の概況 

22 

 ３-２．自転車 

県道鶴崎停車場線の自転車の交通量を見ると、朝※11は西側が 170 台、東側が 89 台、夕方※11

は西側が 134 台、東側が 83 台となっており、東側と比べて西側の交通量が多くなっています。 
鶴崎駅駐輪場（駅前）を利用するために、朝は 137 台、夕方は 133 台が駅前広場流入部の   

横断歩道を横断しており、自動車の動線と錯綜している状況です。 
また、鶴崎駅駐輪場（駅東）を利用する自転車は、朝が 152 台、夕方が 139 台となっており、

駅前広場内において歩行者の動線と交錯している状況です。 
駐輪場利用台数に関する統計データによると、令和 5 年度の平均で鶴崎駅駐輪場（駅前）は

169 台、鶴崎駅駐輪場（駅東）は 135 台となっており、合計で約 300 台が利用されています。 
 

 
図 1.3.4 自転車の交通状況（左：朝 右：夕方） 

 

             

図 1.3.5 自転車の状況 

  （左：交差点を乱横断する状況  右：ロータリーを乱横断する状況） 

 

 

 
※11  調査日時 

【朝】 2023 年 11 月 21 日(火) 6:00～9:00 (3 時間)  

【夕方】2024 年 7 月 9 日(火)16:30～19:30 (3 時間) 
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 ３-３．自動車 

交差点から駅前広場への流入台数を見てみると、朝※11は 342 台、夕方※11は 278 台となって
おり、県道鶴崎停車場線からの流入台数が最も多くなっています。市道北鶴崎 2 号線から駅前 
広場への流入台数は、朝は 84 台、夕方が 247 台となっており、夕方の流入台数は朝に対して 
約 3倍となっています。 
また、駅前広場から交差点への流出台数を見てみると、直進が最も多く、次いで右折、左折の

順となっています。自家用車による送迎については、朝が 164 人、夕方が 151 人となっており、
駅前広場への流入台数の約半数を占めています。ピーク時には、送迎車両で混雑する状況（最大
で 10 台程度）や駅前広場の流出部において滞留状況が確認されます。 

 

 

図 1.3.6 自動車の交通状況（左：朝 右：夕方） 

 

   
図 1.3.7 自動車の状況 

（左：送迎車両で混雑する状況 右：駅前広場流出部の滞留状況） 

 

 

 
※11  調査日時 

【朝】 2023 年 11 月 21 日(火) 6:00～9:00 (3 時間)  

【夕方】2024 年 7 月 9 日(火)16:30～19:30 (3 時間)  
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 ３-４．自動車整理場 

駅前広場内に位置する自動車整理場（自家用車の短時間駐車場※12）の利用実態調査（2024 年
10 月 1 日(火)の 7：00～19：00）では、12 時間で 57 台の利用が確認されました。総利用時間
は 131 時間 28 分で、稼働率は 54.8％となっています。 
駐車時間について見ると、短時間（20 分以内※13）の利用が 25 台、長時間（21 分以上）の   

利用が 32 台となっています。 
短時間の利用状況は、「駅利用」が 2 台、「送迎」が 21 台、「周辺利用」が 2 台です。 
長時間の利用状況は、「駅利用」が 9 台、「送迎」が 4 台、「周辺利用」が 19 台となっており、

長時間の駅利用（パークアンドライド※14）として約半数が占有されている状況です。 

 
図 1.3.8 利用目的別駐車時間 

短時間の利用時間帯について見ると、16：00～19：00 の時間帯に 17 台と多くの利用が    
見られます。これは、送迎時における電車到着までの待機や「みどりの窓口※15」の利用などが 
理由と考えられます。 

 
図 1.3.9 短時間利用の時間帯 

 

 
※12  自家用車の短時間駐車場 

駅を利用する方の送迎など、一時的な駐車が必要な場合に設置された駐車場。 

※13  20 分以内の出庫は無料。 

※14  パークアンドライド 

自宅から最寄りの駅やバス停の周辺にある駐車場に駐車し、そこから公共交通機関（主に鉄道や 

バス）に乗り換えて、目的地に向かう方法のこと。 

※15  JR 鶴崎駅の「みどりの窓口」の営業時間 16：00～19：00（2024 年 11 月現在）   

2
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４．市民意向の把握                           

 ４-１．ワークショップ 

本計画の策定にあたり、駅前広場に対する課題やニーズを把握するために、2023 年 12 月  
から 2024 年 3 月にかけて、地域住民や駅利用者、高校生など幅広い年齢の方が参加するワーク
ショップ※16を行い、多くのご意見をいただきました。 

項目 日 時 テーマ 

第１回 2023 年 12 月 16 日(土) まちと駅との関係をつかもう！ 

第２回 2024 年 1 月 20 日(土) 駅前広場の施設を考えよう！ 

第３回 2024 年 3 月 2 日(土) 駅前広場のレイアウトを考えよう！ 

 

(1) 鶴崎駅前広場に関するワークショップの概要  

第１回 「まちと駅との関係をつかもう！」                         
第１回ワークショップでは、「鶴崎駅周辺整備基本構想」に示された課題や方針を確認した後、

まちの魅力的や改善点、さまざまな視点からの問題点を実際に現地で確認するために、地域の
方々や鶴崎駅周辺を利用する方々とまち歩きを行いました。 
日  時 ： 2023年 12 月 16 日（土） 14：00～16：30 
会  場 ： 鶴崎公民館 2 階 集会室 
参加者数 ： 23 名 
 

第２回 「駅前広場の施設を考えよう！」                          
第 2回ワークショップでは、上記のテーマに基づき、鶴崎の歴史や文化を学んだ後、グループ

ごとに「駅前広場をどんな雰囲気にしたいか」や、そのために必要なこと、駅前広場の骨格   
（ゾーニング）について検討を行いました。 
日  時 ： 2024年 1月 20 日（土） 14：00～16：00 
会  場 ： 鶴崎公民館 2 階 集会室 
参加者数 ： 21名 
 

第 3回 「駅前広場のレイアウトを考えよう！」                       
第 3 回ワークショップでは、上記のテーマに基づき、これまでの意見を踏まえた３つの案に 

対して意見を出し合い、導入する施設について考えながら、駅前広場の形状や施設のレイアウト
を行いました。 
日  時 ： 2024年 3月 2日（土） 14：00～16：00 
会  場 ： 鶴崎公民館 2 階 集会室 
参加者数 ： 22 名 
 

 

※16  ワークショップ 

まちづくりなどについて、様々な立場の人々が参加し、技術や知恵を寄せ合い、共同作業によって 

解決案を考えたり、提案を行うこと。 
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(2) 駅前広場の現状に対する意見  

トイレ･駅舎の 
リニューアル 

トイレ 

  トイレは利用者が多いため、リニューアル
が望ましい。 

  多目的トイレのすりガラスの窓はプライ
バシーの観点から好ましくない。 

  おむつ替えにも対応できるよう、現代の 
ニーズに合った再整備が必要である。 

  トイレにドアが必要である。 
  トイレの外観が汚れており清潔感がない。 
  多目的トイレの入口が狭い。 
  男子トイレの内部が見えやすく利用し 

づらい。 

 

駅舎 
  エレベーターが便利である。 
  入口の坂は車いす利用者にとって厳しい。 
  補修が必要である。 

  IC 改札の設置場所が邪魔に感じる。 
  階段の位置が分かりにくい。 
  タクシー待機所の再整備が望ましい。 

通行空間の 
バリアフリー化 

歩道 
  歩道のデザインが美しい。 
  歩道が劣化し、タイルが割れている。 
  自動販売機前に傾斜がある。 

  電柱によって歩道が狭い場所がある。 
  歩道に屋根（シェルター）がほしい。 

駐輪場･駐車場 
の再整備 

駐輪場 

  駐輪台数が不足している。 
  駐輪場の奥側は不便で、駐輪されてい  

ない。 
  駐輪マナーが悪い。 
  駐輪場名の看板が通行の妨げになる。 

  出入口の向きが悪い。 
  駐輪場が入りづらく、暗く、分かりに  

くい。 
  防犯面が心配である。 

駐車場 
  駐車場の場所が中央部のためもったい 

ないと感じる。 
  駐車場が狭い。 

交通の円滑性 
ロータリー 

  駐車場や駐輪場を移し、車道幅員を広げる
ことが望ましい。 

  タクシー停車中は車が通りにくい。 

信号 
  信号待ちが複数回にわたるため面倒に  

感じる。 
  駅前の信号の変わるタイミングが分かり

づらい。 

銅像等の活かし方 

  鶴崎の歴史や記念として銅像などが長い
間残っているのが良い。 

  銅像は残しておきたい。 
  木が生い茂っており、時計が見えにくい。 
  現在の位置では活かされてない。 

  モニュメントが草に隠れていて分かり 
づらい。 

  モニュメントは公園内に設置されること
で調和がとれる。 

既存施設の 
リニューアル 

案内板 
  案内板は祭りやスポットなど地域の特徴がわかりやすく、今後はサイネージ化も検討  

すると良い。 

公衆電話   公衆電話の利用者が多い。   駅舎周辺に移動したほうが良い。 

植栽 
  イチョウがシンボリックで、雰囲気が  

良い。 
  緑が豊かである。 

  イチョウの葉の掃除が大変である。 
  ギンナンが歩道に落ちており、臭いが 

気になる。 

その他 
  駅の近くに飲食店が少ない。 
  ステージがほしい。 

  ゴミが多く、周辺が汚い。 

※ワークショップでいただいた意見を抜粋して整理しています。  
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(3) 県道鶴崎停車場線の現状に対する意見  

 

イベントにも 
利用できる 
通行空間 

  さまざまなイベントが開催できそうである。 
  車道と歩道が広く、快適である。 
  鶴崎踊や二十三夜祭など、多目的にイベント

を開催できるようにすることが望ましい。 

 

交通の円滑性 

  バスと JR のアクセスが悪い。 
  歩道が狭すぎて、車が横断してきた際に危険

に感じる場面がある。 
  信号の待ち時間が長く、特に高齢者にとって

大変そうである。 

 

景観に 
配慮した整備 

樹木 

  中央帯のクスノキがおしゃれである。 
  大きなグリーンベルトと豊かな緑が感じられ、良い印象である。 
  緑が良い。 
  ホルトノキとケヤキが混在していて良い。 
  やはり、緑や植栽が豊富な方が好ましい。 
  樹木が枯れており、雰囲気が悪い。 
  中央帯のクスノキはうっそうとしており、暗く感じる。 
  鳥のフン害が問題である。 

ベンチ 
  ベンチが汚れている。 
  座りたくなるような魅力的なベンチが欲しい。 

その他 
  街灯が少なく、暗い印象を与える。 
  柱の先端に鶴崎踊のモニュメントが設置されていて良い。 

通行空間のバリアフリー化 

  横断歩道の信号に音声案内があり、親切である。 
  横断歩道に点字ブロックが設置されているが、歩道内で途切れている箇所がある。 
  点字ブロックがない箇所が存在する。 
  段差が多い。 
  マンホールが飛び出ている箇所がある。 
  石の車止めのでっぱりが邪魔に感じる。 
  音の鳴る信号と鳴らない信号が混在している。 

沿道の賑わい 

  若者が入りやすい店や娯楽施設が少ない。 
  活気のある店が少ない。 
  店に入りにくいと感じる。 
  空き地が多く、寂しい印象を与える。 
  コンビニなど店舗が必要である。 

その他 
  災害時用のベンチ（かまどベンチ）の設置が必要である。 
  おむつ替えなどのスペースを設けるべきである。 

※ワークショップでいただいた意見を抜粋して整理しています。 
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(4) 鶴崎駅周辺の現状に対する意見  

 

駅前広場周辺
の賑わい 

商店街 

  お店は多いが、入りづらいと感じる。 
  お店の駐車場がない。 
  看板が目立たない。 
  行ってみたいお店が発見できた。 
  街に人が集まるという感じが無く、駅も 

寂しく感じる。 

 

施設や設備 

  さまざまなイベントが開催できそうで 
ある。 

  子ども 110 番の家など、緊急時に逃げ込め
る場所が少ない。 

  街灯が少ない。 
  標識が目立たない。 
  駐車場がない。 
  学生が立ち寄れる施設が少ない 

 

通行空間の 
バリアフリー化 

市民センター付近   段差が多い。 

(市)北鶴崎 3号線 
(市)中鶴崎 1号線 

  歩道が狭く歩きづらい。 
  暗い場所が存在する。 
  自転車が通りにくい。 
  歩道の白線が消えかかっている箇所がある。 
  電柱が邪魔で通りにくい。 

(市)西鶴崎 9号線   歩行空間が狭い。 

その他 
  点字ブロックは駅周辺バス乗り場に活用されているのか疑問である。 
  全体的に車いす利用者にとって危険だと思う 

景観に配慮 
した整備 

(市)中鶴崎 1号線 
トイレ付近 

  トイレが汚れており、利用しづらい。 
  自転車が入りづらく、停める場所もない。 
  木の実が落ちており、汚れている。 

駅北との関係   駅北側へのアクセスが遠回りになる。 

※ワークショップでいただいた意見を抜粋して整理しています。 
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(5) 導入する施設・機能の施設 

ワークショップを通じ、「駅前広場でしたいこと」、「そのために必要なこと」を踏まえて検討
した、「あると良い施設・機能」、「必ず必要な施設・機能」について、希望する順位の高い順に
整理します。 

 
① 駅前広場 

順

位 
施設・機能  順

位 
施設・機能 

 順

位 
施設・機能 

1 時計  10 駐輪場の改善  19 緑（樹木や花） 

2 ベンチ、屋根付きベンチ  11 ステージ  20 イルミネーション 

3 バリアフリー対策  12 街灯  21 案内サイン 

4 駐車場（送迎用・短時間用）  13 既存の鶴崎踊り銅像  22 モニュメント 

5 オープンスペース  14 駐輪場の改善  23 何らかの聖地 

6 シェルター（屋根付き通路）  15 ステージ  24 キッチンカー 

7 多目的イベント広場  16 街灯  25 全体を覆う屋根 

8 常設電源（地中等）  17 ロータリー    

9 各種乗降場  18 シンボルツリー    

 
② 県道鶴崎停車場線 

順

位 
施設・機能  順

位 
施設・機能 

 順

位 
施設・機能 

1 イベントスペース  6 道路や歩道の拡幅  11 イベントに活用可能な道路 

2 緑（樹木や花）  7 歩道の木を残す  12 常設電源（地中等） 

3 ベンチ  8 中央の植栽帯をなくす  13 屋台 

4 イルミネーション  9 案内サイン    

5 街灯  10 歩道上に屋根（シェルター）    

 
③ 駅前広場周辺 

順

位 
施設・機能  順

位 
施設・機能 

1 トイレ  10 古い看板撤去 

2 カフェ、勉強できる場  11 スタバ・マック等 

3 コンビニ  12 クレープ屋 

4 南北連絡通路の整備  13 カラオケ 

5 立体駐車場  14 駐輪場の改善 

6 広い駐輪場  15 待合室を広く 

7 ドラッグストア  16 ベンチ 

8 弁当屋、パン屋  17 時計   

9 大分駅のような施設  18 駅舎リニューアル   
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 ４-２．鶴崎駅周辺整備推進協議会 

本計画の策定にあたり、2023 年 12 月から 2024 年 11 月にかけて、地元自治会や関係団体の
代表者など 25 名から構成された推進協議会が開催され、鶴崎駅前広場や県道鶴崎停車場線に 
必要な施設や機能などについてのご意見をいただきました。 

 
(1) 概要  

第１回 鶴崎駅周辺整備推進協議会（第 1回鶴崎駅前広場分科会）                 
議  題 ： 鶴崎駅前広場に関する要望事項について 
日  時 ： 2023年 12 月 12 日（火） 19：00～19：55 
会  場 ： 大分市鶴崎市民行政センター2 階大会議室 
参加人数 ： 21 名 
 

第２回 鶴崎駅周辺整備推進協議会（第 2回鶴崎駅前広場分科会）                  
 議  題 ： 要望内容の精査について 
日  時 ： 2024年 3月 7日（木） 19：00～21：10 
会  場 ： 大分市鶴崎市民行政センター2 階大会議室 
参加人数 ： 23 名 
 

第３回 鶴崎駅周辺整備推進協議会（第 3回鶴崎駅前広場分科会）                   
 議  題 ： 鶴崎駅前広場整備基本計画（素案）について 
日  時 ： 2024年 11月 26 日（火） 19：00～19：30 
会  場 ： 大分市鶴崎市民行政センター2 階大会議室 
参加人数 ： 15 名 
 

   
図 1.4.1 推進協議会のようす 

 
  



 

31 

第
１
章 

鶴
崎
駅
周
辺
の
概
況 

 
下記に、推進協議会より出された要望内容について整理します。 

① 駅前広場 

利便性の向上 

南北自由通路の設置 
 鶴崎駅の跨線橋を北側に延長し、南北市街地をつなぐ自由通路を設置して 

ほしい。その際、北側にも駐輪場、ロータリー及び北側市道からの    
アクセス道路を設置するとともに、改札を駅のホームに移設するなど、 
南北市街地を自由に往来できるようにしてほしい。 

レンタサイクルの設置 
 豊かな歴史文化施設や大野川・乙津川の自然環境、商業施設等といった 

鶴崎の多くの魅力に接する機会がより多く得られるよう、行動範囲が  
広いうえ駐車場の心配も不要なレンタサイクルを設置してほしい。 

バリアフリー化 
観光案内板のリニューアル 
 鶴崎駅東側にある観光案内板を、駅利用者等の目に留まりやすい位置に 

移設してほしい。その際、二次元バーコードの掲載を含めた内容の見直し
及び音声案内の設置も併せて行ってほしい。 

交通の円滑化 
交差点改良 
 鶴崎駅前の東側交差点（駅から公道に出る側）の路面標示が分かりにくい

ため、右側車線も直進できるようにしてほしい。 

通行空間の確保 
通行スペースの確保、イチョウの撤去 
 歩行者や車いす利用者、自転車などの通行スペース等を確保するため、 

鶴崎駅東側にあるイチョウの木を撤去してほしい。 

既存施設の改修 

トイレの改修 
 鶴崎駅東側にあるトイレを、多くの方が利用する鶴崎地区の玄関である 

鶴崎駅前に景観上も衛生上もふさわしいものに改修してほしい。その際、
外観は鶴崎をイメージできるようなデザインにしてほしい。 

照明等の増設 
 暗い時間帯の利用者も多く、防犯等の観点から街灯を増設してほしい。 

観光案内板のリニューアル 

② 県道鶴崎停車場線 

バリアフリー化 舗装材の検討 
 駅前の清潔感や景観の魅力向上のため、歩道のレンガの改修を行ってほしい。  

通行空間の確保 

中央緑地帯の撤去、歩道の拡幅 
 にぎわいのスペース確保のため、県道鶴崎停車場線中央の緑地帯を撤去

し、上下線の歩道を拡幅してほしい。その際、上下線の歩道の幅員は、  
国道 197 号鶴崎駅入口交差点や市道の鶴崎駅前交差点とのバランスを 
考慮してほしい。 

既存施設の改修 

照明灯の増設 
 暗い時間帯の利用者も多く、防犯等の観点から街灯を増設してほしい。 

ベンチの改修 
 駅前の清潔感や景観の魅力向上のため、ベンチの改修を行ってほしい。 
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鶴崎駅前広場の全景（撮影：2023 年 1 月） 
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第２章 鶴崎駅周辺の課題 
1. 問題点とニーズへの対応に向けた視点 
2. 鶴崎駅周辺における解決すべき課題 
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１．問題点とニーズへの対応に向けた視点                   

JR 鶴崎駅は、通勤や通学利用者をはじめ、来訪者にとっての玄関口となっており、多くの人々
が行き交う場としての役割を担っています。 
「第 1 章 鶴崎駅周辺の概況」では、現地調査やワークショップ、推進協議会などから得られ

た鶴崎駅周辺に関する意見として、バリアフリー※17 の観点からの整備、送迎スペースや駐輪場
の整備、交通の円滑化に関する意見、さらには歴史や緑を踏まえた雰囲気づくりやイベント利用
に関する意見がありました。 
これらを踏まえ、『視点① 利便性・安全性の向上（交通空間※18）』および『視点② 魅力ある 

施設や雰囲気づくり（環境空間※19）』の 2 つの視点から、各種問題点・ニーズおよび課題につい
て整理します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※17  バリアフリー 

だれもが社会生活をしていく上で、障壁（バリア）となるものを取り除くこと。 

※18  交通空間 

交通結節点（複数あるいは異なる交通手段の接続が行われる場所）としての機能を担う空間。 

※19  環境空間 

都市の広場としての機能を果たすための空間。  
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２．鶴崎駅周辺における解決すべき課題                  
 ２-１．駅前広場に関する課題 

(1) 「利便性・安全性の向上（交通空間）」について 

問題点・ニーズ  課 題 
 傾斜が急なため、車いすの利用がしづらい。 
 自動販売機の前に傾斜がある。 
 通行スペースを確保するため、鶴崎駅東側の 
イチョウを撤去してほしい。 

 歩道が劣化し、タイルが割れている。 
 歩道が狭くなっている箇所がある。 
 屋根（シェルター）を設置してほしい。 

 

駅前広場のバリアフリー化 

 駅舎から離れた駐輪場の利用が不便である。 
 駐輪場が狭く、暗く、利用しづらい。 
 駐車場が狭い。 
 レンタサイクルを設置してほしい。 

駐輪場や駐車場の再整備 

 タクシーの停車中は、車両が通行しづらい。 
 送迎車両により混雑している。 
 鶴崎駅前交差点の路面標示が分かりにくい。 
 車両の走行状況を改善してほしい。 

ロータリーや道路線形※20 

の見直し 

 
(2) 「魅力ある施設や雰囲気づくり（環境空間）」について 

問題点・ニーズ  課 題 

 雨天時には歩道にイチョウの葉が落ち、滑りやすく
なり危険である。 

 歩道に落ちているギンナンが臭う。 
 イチョウは象徴的であり、雰囲気が良い。 
 緑が多く、景観が美しい。 

 

緑の在り方を踏まえた 
雰囲気づくり 

 多目的トイレの入口が狭い。 
 トイレの外観が汚れており清潔感がない。 
 おむつ替えなどのニーズに対応すること。 
 プライバシーに配慮された空間の確保。 

トイレのリニューアル 

 モニュメントが分かりづらい。 
 銅像が活かされていない。 
 案内板が老朽化しており、情報も分かりづらい。 
 鶴崎駅東側にある案内板を、駅利用者などの目に 
留まりやすい位置に移設してほしい。 

 二次元バーコードの掲載などを含む案内板の内容の
見直しを行ってほしい。 

 公衆電話を駅の近くに移設してほしい。 

既存施設 
（案内板、銅像・記念碑など） 

の利活用 

 イベントを開催できる広場がない。 
 ステージがほしい。 

イベントや災害時など 
多目的利用に備えた 
スペースや施設の検討 

 

 
※20  道路線形 

道路の中心線が３次元空間において立体的に描く形状。  
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 ２-２．県道鶴崎停車場線に関する課題 

(1) 「利便性・安全性の向上（交通空間）」について 

問題点・ニーズ  課 題 
 点字ブロックが途切れている。 
 段差が多い。 
 歩道が狭い。 
 駅前の清潔感や景観の魅力向上のため、歩道の 
レンガの改修を行ってほしい。 

 

通行空間のバリアフリー化 

 バスと JR のアクセスが悪い。 
 駅の近くにバス停を設置してほしい。 バスのアクセス性の向上 

 

(2) 「魅力ある施設や雰囲気づくり（環境空間）」について 

問題点・ニーズ  課 題 
 歩行者や自転車の交通量が多い時間帯に、車が歩道
を横断してくる際に危険を感じる場面がある。 

 暗い時間帯の利用者も多く、防犯の観点から街灯を
増設してほしい。 

 

余裕のある広い空間の 
効果的な活用 

 クスノキは大きく育ち、枝葉が茂っているため、 
暗い感じがする。 

 鳥のフンによる被害が大きい。 
 中央帯のクスノキなど、緑が豊かであるため必要で
ある。 

緑の在り方を踏まえた 
雰囲気づくり 

 イベントが開催できるスペースがない。 
 にぎわいのスペース確保のため、県道鶴崎停車場線
中央の緑地帯を撤去し、上下線の歩道を拡幅して 
ほしい。 

 鶴崎踊や二十三夜祭など、さまざまなイベントを 
開催できるようにしてほしい。 

 ベンチが汚れている。 
 座りたくなるようなベンチが欲しい。 
 駅前の清潔感や景観の魅力向上のため、ベンチの 
改修を行ってほしい。 

イベントに対応できる 
空間づくり 

 空き地が多い。 
 若者が入りやすい店が少ない。 
 娯楽施設が少ない。 
 駅の近くに飲食店が少ない。 
 コンビニなどの店舗が必要である。 

沿道への魅力ある、人の集まる
店舗の誘致 
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 ２-３．鶴崎駅周辺に関する課題 

(1) 「利便性・安全性の向上（交通空間）」について 

問題点・ニーズ  課 題 

 自転車が通りにくい。 
 電柱が支障となり、通行しづらい。 
 自転車が安全に走行できる空間が欲しい。 

 

自転車通行空間の確保 
（歩行者との分離） 

 駅の北側へ行くためには、遠回りしなければなら 
ない。 

 駅の北側への通路が欲しい。 
 南北に自由に通行できる通路が欲しい。 

駅北との連携方策の検討 

 周辺店舗の駐車場が少ない。 駐車場の確保 

 
(2) 「魅力ある施設や雰囲気づくり（環境空間）」について 

問題点・ニーズ  課 題 

 店舗に入りにくい。 
 学生が立ち寄れる施設が少ない。 
 コンビニやカフェ、学習スペースが欲しい。 

 

若者向けの施設や店舗の誘致 

 市道中鶴崎１号線のトイレが汚れており、利用し 
づらい。 

 通行空間が狭い。 
 電柱が支障となり、歩きづらい。 
 車いすでの通行が危険である。 
 暗い場所が多い。 
 街灯を増やしてほしい。 
 防犯や視認性、安全性を考慮した照明灯を設置して
ほしい。 

街灯・電柱・標識・トイレなど
の改善・再整備 
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 ２-４．鶴崎駅周辺における解決すべき課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鶴崎駅周辺に関する課題】 

「利便性・安全性」の向上について                     

 自転車通行空間の確保（歩行者との分離） 

 駅北との連携方策の検討 

 駐車場の確保 

 

「魅力ある施設や雰囲気づくり」について               

 若者向けの施設や店舗の誘致 

 街灯、電柱、標識、トイレなどの改善・再整備 

【駅前広場に関する課題】 

「利便性・安全性」の向上について               

 駅前広場のバリアフリー化 

 駐輪場や駐車場の再整備 

 ロータリーや道路線形の見直し 

 

「魅力ある施設や雰囲気づくり」について            

 緑の在り方を踏まえた雰囲気づくり 

 トイレのリニューアル 

 既存施設（案内板、銅像・記念碑など）の利活用 

 イベントや災害時など多目的利用に備えたスペ

ースや施設の検討 

【県道鶴崎停車場線に関する課題】 

「利便性・安全性」の向上について                   

 通行空間のバリアフリー化 

 バスのアクセス性の向上 

 

「魅力ある施設や雰囲気づくり」について            

 余裕のある広い空間の効果的な活用 

 緑の在り方を踏まえた雰囲気づくり 

 イベントに対応できる空間づくり 

 沿道への魅力ある、人の集まる店舗の誘致 



39 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３章 駅前広場の整備方針 
1. 整備方針 

 
  



第３章 駅前広場の整備方針 

40 

１．整備方針                                

基本構想における鶴崎駅周辺地区の将来像である「伝統と文化を感じる 多世代のための  
暮らしの拠点」や、ワークショップおよび推進協議会の意見などを踏まえ、鶴崎駅周辺の基本 
理念を以下のように定めます。 

 
(1) 基本理念 

 

 
 

(2) 整備方針 

駅前広場を構成する「交通空間」と「環境空間」に関連する整備方針として、「第２章 鶴崎駅
周辺の課題」で示した二つの視点を柱とします。 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

駅前広場の主要な機能として安全・円滑・便利な空間を確保した上で、

鶴崎の伝統や文化を人々に伝えつつ、賑わいを生み出すような交流拠点を

創出します。 

■利便性・安全性の向上（交通空間） 

 特に混雑する朝夕の現状を踏まえ、安全性と利便性を両立させた空間づくり 

■魅力ある施設や雰囲気づくり（環境空間） 

 イベントにも対応できる賑わいのある空間づくり 

 緑や歴史を活かした雰囲気の良い空間づくり 
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駅前広場は、鉄道利用者のバスへの乗換えなどのターミナル交通を処理する「交通空間」と
しての役割をもつ一方、買物客や待合せなどの人々の交流や都市景観を形づくるなどの「環境
空間」としての役割を担っています。 
駅前広場の機能は、交通の結節点として交通を処理する「交通結節機能※21（交通空間機能）」

と「都市の広場機能（環境空間機能）」とに大きく分けることができます。また、環境空間機
能は、「市街地拠点機能」「交流機能」「景観機能」「サービス機能」「防災機能」の５つに大別
されます。 

 
■駅前広場の空間と機能について 

空  間 機   能 代表的な施設 

交通空間 交通結節機能 各種交通を結節・収容する 
歩道、車道、（路線）バス乗降場、 
タクシー乗降場、自家用車乗降場、 
など 

環境空間 

市街地拠点機能 地区の拠点を形成する － 

交流機能 憩い・集い・語らいの中心となる 滞留スペース、広場 

景観機能 地区の顔としての景観を形成する 緑、親水空間、シンボル施設 

サービス機能 公共的サービスや各種情報を提供する トイレ、ポスト、電話 BOX、案内板 

防災機能 防災活動の拠点となる 空間そのものが、防災活動拠点の場と
なる 

資料：駅前広場計画指針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※21  交通結節機能 

複数あるいは異種の交通手段の接続が行われる場所。  

《豆知識》駅前広場の空間と機能 
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JR鶴崎駅の駅舎（撮影：2023 年 1 月） 
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第４章 駅前広場の整備計画 

1. 整備の方向性 

2. 基本計画図 
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１．整備の方向性                               

 １-１．駅前広場の交通空間に関する施設計画 

交通空間は、交通結節点としての機能を担う空間であり、交通手段相互の乗換えおよび通行が

効率的かつスムーズに行えるよう計画します。 

交通空間は、歩道、車道、バス乗降スペース、タクシー乗降スペース、駐車スペースなどで  

構成されます。それぞれの必要面積の算定にあたっては、求められる機能、施設内容を把握する

とともに将来の駅前広場利用者数を設定し、これらの交通を十分に処理できる空間を確保しま

す。 

 

(1) JR 鶴崎駅の利用者数 

2024（令和 6）年 7 月現在、大分市統計年鑑（令和 5 年度）で公表されている年間乗車人員

（人/年）をもとに、1 日当たり 1 往復として駅の利用者数（人/日）を算出しています。 

2020（令和 2）年度以降はコロナ禍の影響で利用者数が減少しているため、コロナ禍以前の

2019（令和元）年度の 3,844 人を現在の利用者数として設定します。 

 

年度 
年間乗車人員 

（人/年） 
利用者数（人/日）の算出 

2018(平成 30)年度 714,670 714,670×2/365＝3,916 人 

2019(令和元)年度 701,530 701,530×2/365＝3,844 人 

2020(令和 2)年度 564,290 564,290×2/365＝3,092 人 

2021(令和 3)年度 562,100 562,100×2/365＝3,080 人 

2022(令和 4)年度 614,295 614,295×2/365＝3,366 人 

資料：大分市統計年鑑（令和 5 年度）        

図 4.1.1 JR 鶴崎駅の利用者数 

 

 

(2) 将来の駅前広場利用者数の設定 

今後の駅勢圏※22 の人口動向や鶴崎駅周辺のまちづくりの動向を考慮し、現在の駅利用者数を

維持することを目標とします。 

これに基づき、将来［2045（令和 27）年］の駅前広場利用者数を 3,900（人/日）と設定しま

す。 

 

 

 

 

 

※22  駅勢圏 

駅を利用する需要の存在が期待できる地理的な範囲のこと。  

将来の駅前広場利用者数 ： 3,900 人/日 
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(3) 交通空間に導入する施設 

駅前広場の実態調査や大分市内の鉄道駅の事例をもとに、最低限必要な施設規模を以下の  

とおり設定します。 

交通処理機能 現況  計画 

バス 乗降スペース - 

 

1 台 

タクシー 

乗車スペース 
4 台 

1 台 

降車スペース 1 台 

待機スペース - 3 台 

自家用車 
乗降スペース - 2 台 

駐車スペース 21 台 20 台 

自転車・バイク 
駐輪場 

（駅前・駅東） 
744 台 744 台 

図 4.1.2 導入施設と最低限必要な規模 

 

 

a）バス乗降スペース                                    

調査の結果を踏まえ、2 台分の乗降スペースが必要とされていますが、現在、鶴崎駅前のロー

タリーには路線バスが運行していないことや、駅周辺の路線バスの運行状況、さらに観光バスの

乗降スペースも考慮し、１台分の乗降スペースを設けます。 

 

b）タクシー乗車スペース・降車スペース・待機スペース                             

調査の結果を踏まえ、現状と同じ 4 台分のスペースを設けます。乗車スペースと降車スペース

は別々に確保します。 

 

c）自家用車乗降スペース                                   

調査の結果、最大で 10 台分の自家用車乗降スペースが必要とされています。自動車乗降スペ

ースとして 1 台分と障がい者用乗降スペースを 1 台分設け、不足する 8 台分は自家用車駐車ス

ペースを利用することとします。 

 

d）自家用車駐車スペース                                  

調査の結果を踏まえ、現況と同規模の収容台数を設けます。なお、不足する自家用車乗降スペ

ースとしての利用を促進するため、JR 九州と連携して周知を図ります。 

  

e）駐輪場（自転車・バイク）                               

JR 鶴崎駅の令和 5 年度の利用状況（駅前：169/246 台、駅東：142/498 台）を考慮し、現況

と同規模の約 744 台の駐輪場を設けます。なお、駅前の利用台数が多いため、利便性を考慮し、

駅前にも現況と同規模の収容台数を備えた駐輪場を検討します。 



第４章 駅前広場の整備計画 

46 

 １-２．駅前広場の環境空間に関する施設計画 

ワークショップや推進協議会の意見を踏まえ、導入施設を以下のとおり設定します。 

環境空間 施設・機能 

交流機能 広場、ベンチ など 

景観機能 樹木、銅像 など 

サービス機能 
案内板、公衆トイレ※23、公衆電話※24、 

シェルター、時計、レンタサイクル など 

防災機能 オープンスペース※25 

図 4.1.3 導入施設 

 

a）多目的に使用できるスペース（広場）                          

多目的に使用できる小規模なスペースを設ける計画とします。舗装の種類は、維持管理を考慮

したものとします。なお、大規模イベント等は、県道鶴崎停車場線の道路空間も有効活用します。 

 

b）休憩施設（ベンチなど）                                  

日常的に集い、憩うことのできるベンチなど、広場のスペースに応じた規模の休憩施設を設け

ます。 

  

c）緑化などによる修景施設（樹木など）                          

広場やオープンスペースについては、緑化などにより修景※26 を図ります。植栽する樹木に  

ついては、維持管理を含めて樹種を検討します。 

また、配置する施設については、鶴崎駅周辺の個性に配慮したデザインとします。特に、既存

の樹木やモニュメントについては有効活用を図り、時計については必要に応じて検討します。 

 

d）案内板・サイン（歴史・地区の案内など）                        

鶴崎地区の歴史や観光案内などの情報を発信するための案内板をリニューアルします。 

 

e）公衆トイレ                                      

既存の公衆トイレは、バリアフリー化などにより利用しやすいトイレとなるように JR 九州へ

働きかけます。 

 

 

※23  駐輪場および公衆トイレの再整備や配置は、JR 九州との協議が必要である。 

※24  公衆電話については、現在設置されているものを引き続き活用する。 

※25  オープンスペース 

公園などの公共施設において、建物などによって覆われていない土地の総称。 

※26  修景 

都市計画や道路計画などで、まち並みとの調和を図り、自然の美しさを損なわないように風景を 

整備すること。  
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f）照明設備                                       

夜間でも安全に通行できるように、適切な照度※27 を確保した照明灯を設置します。 

 

g）シェルター                                      

バスやタクシーなどの乗降スペースには、雨天時での利便性向上を図るため、シェルター※28

を設置します。 

 

h）レンタサイクル                                     

JR 鶴崎駅を中心とした地区の回遊性を高めるため、レンタサイクルなどのサービス提供に 

ついて検討します。 

 

 

その他として導入する施設 

a）自由通路                                       

南北市街地の連携を図るため、自由通路※29 の設置を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※27  照度 

光の強さを示す指標で、特定の面における光の明るさを表す。照明計画や安全性の確保において 

重要な要素。 

※28  シェルター 

天候等から身を守るための雨風をしのげる場所。 

※29  自由通路 

既存の停車場内で鉄道と交差し、専ら歩行者、自転車の交通の用に供する道路又は通路等をいう。 
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自家用車 
駐車場 

駐輪場 

 １-３．配置計画 

全体配置計画において検討すべき事項としては、周辺街路と広場の関係、広場の形状、交通 

空間・環境空間の配置などがあります。JR 鶴崎駅の特性や、広場を利用する人々と車両の交通

量および利用方法などを考慮し、交通の安全性と円滑性、鶴崎地区の玄関口としての景観形成や

環境空間づくりとの調和が図れるように計画します。 

 

(1) 空間配置 

交通結節機能を担う交通空間と、都市の広場としての役割を果たす環境空間を、以下のように

配置します。 

 

 

  

広場(歩道) 

図 4.1.4 空間配置 

ロータリー 

イベント利用を 

想定した道路空間 
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(2) 歩行者・自転車の動線 

歩行者の動線※30 は、JR 鶴崎駅と県道鶴崎停車場線をつなぐ主要動線を中⼼に構成し、東⻄ 

からのアクセスも考慮します。また、自家用車、バス、タクシーの乗降スペースなどの滞留空間

と交差しないように配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.5 歩行者・自転車動線 

 

 

 

 

 

※30  動線 

人や物が移動する際の経路や方向のこと。  

自家用車
駐車場 

駐輪場 

県道 
鶴崎停車場線 
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(3) 自動車の動線計画 

自動車の動線は、県道鶴崎停車場線からの流入・流出※31 を主要動線とし、駅前広場内は   

右回りの一方通行のロータリー形状とします。なお、既存道路の自動車動線については、環境 

空間の利用形態や周辺の住環境を考慮した動線とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.6 自動車動線 

 

 

 

 

 

 

 

※31  流入・流出 

人や車両が特定のエリアに入ること及び出ること。 

自家用車
駐車場 

駐輪場 

県道 
鶴崎停車場線 
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（4）整備のポイント 

駅前広場の施設配置は、交通結節機能や交流機能を考慮した施設を導入し、以下に示す整備

ポイントを踏まえて、利用者の利便性を重視した計画とします。 

また、県道鶴崎停車場線についても、駅前広場との一体的な空間に配慮し、利用者の利便性を

考慮した計画とします。 

 

■駅前広場 

交通空間 

バリアフリー化   段差の解消や幅員の確保など、安全で快適な通行空間の整備 

駐輪場・駐車場の整備 
  駐輪場や駐車場は、動線や利便性に配慮した配置 

  JR 鶴崎駅への送迎車両のための短時間駐車場の整備 

乗降スペースの整備 

  自家用車、タクシー、バスへの乗り換えのための整備 

  障がい者用乗降スペースは、駅に近い位置に配置 

  駅改札から近く、見通しの良い位置に配置 

交差点の改善   鶴崎駅前交差点のくいちがい交差を緩和する 

将来を見据えた配置   自由通路の配置に配慮した配置計画 

環境空間 

広場空間の確保 
  日常的な憩いや災害時など、多目的に利用できる空間の確保 

  ベンチの設置や植樹などによる、憩いのスペースの確保 

景観面への配慮   一体的なデザインの統一などによる配慮 

 

■県道鶴崎停車場線 

通行空間の確保 
  歩行者、自転車、自動車の通行空間の分離 

  幅員は、歩行者などが安全に通行できる幅員とする 

交差点の改善   鶴崎駅前交差点のくいちがい交差を緩和する 

植樹帯※32 の確保   植樹による景観の改善および延焼防止のための空間の確保 

イベント空間の確保   イベントなどに利用できる一時的な空間の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※32  植樹帯 

専ら良好な道路交通環境の整備、沿道における良好な生活環境の確保または都市部の良好な公共 

空間の形成という目的を持って設置されるもの。  
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２．基本計画図                                

 ２-１．平面計画 

「１．整備の方向性」に基づいて検討した基本計画図を下図に示します。 

なお、ベンチなどの施設の配置や植栽などの景観施設の具体的な配置については、今後の基本

設計で検討します。 

 

図 4.2.1 基本計画図  
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 ２-２．断面計画（県道鶴崎停車場線） 

道路構造令に基づき横断面構成を下図に示します。 

中央帯※33 の植栽空間を再整備し、一時的なイベントに活用できるスペースを創出すると  

ともに、歩行者と自転車の通行空間を分離することを目指します。 

 

 

 
図 4.2.2 標準断面（上：現況 下：計画） 

 

 

 

※33  中央帯 

道路を往復の方向に分離するために設けられる帯状の道路の部分。  

※本図は、整備のイメージを示したものであり、今後の詳細設計や関係機関との協議により、実際の内容は本イメージと異なる場合があります。 

■イベント時の利用イメージ 
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彫刻「鶴崎踊り」（撮影：2023 年 1 月） 
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１．空間の確保について                                 

本計画を策定するにあたり、駅前広場における通行空間の確保と、県道鶴崎停車場線における
イベントなどに利用できる一時的な空間の確保が求められています。この中で、駅前広場におけ
る植樹帯と県道鶴崎停車場線に位置する中央帯については、ワークショップや推進協議会、地域
住民から様々な意見が寄せられています。 
これらの意見を踏まえ、今後の検討方針を以下に整理します。 
 

現在、駅前広場の北東付近に位置する植樹帯には、樹高約 15ｍ、枝張り約 12ｍのイチョウが
３本（雄株 1本、雌株２本）植えられています。秋になると鮮やかな黄色に染まり、広場を美し
く彩ります。 
しかし、大量の落葉や銀杏によるにおいや汚れが課題となっており、さらに駐輪場やトイレ前

の通行空間を圧迫しているため、大木であるが故に様々な問題を抱えています。 
今後、地域住民との合意形成※34を図った上で、イチョウを含む植樹帯の再整備を検討します。 
 

 
図 5.1.1 駅前広場の植栽帯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※34  合意形成 

皆が納得できるように創意工夫をしながら、多様な意見をまとめること。  

 １-１．駅前広場の植樹帯 

長 

所 

  駅のシンボルになっている。 

  夏に木陰ができて涼しい。 

  防風の効果により砂などの飛散を防止している。 

  紅葉を通じて、季節を感じる。 

  風格や歴史を感じる。 

短 

所 

  駐輪場の出入口に植樹されているため、通行し

づらい。 

  雨の日、落ち葉で滑って歩きづらい。 

  銀杏が落ちて、異臭がする。 
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県道鶴崎停車場線の幅員約 8m の中央帯には、樹高約 10m、枝張り約 8m のクスノキが 6 本
植えられており、緑豊かな空間を形成しています。しかし、「大分市街路樹景観整備計画」では、
これらのクスノキは「撤去検討路線」に位置付けられています。 
クスノキは、張り出した枝が建築限界※35 に影響を及ぼす恐れがあるため、定期的な剪定が  

必要です。また、視認性を阻害する中央帯の草刈りなどの維持管理面の課題があり、鳥の糞害や
騒音などの問題もあります。 
本計画においては、駅前広場のイベントスペースが限られているため、県道鶴崎停車場線を一

時的なイベントスペースとして活用できるよう、フラットな構造が望ましいと考えています。 
そのため、今後、地域住民との合意形成を図った上で、クスノキを含む中央帯のあり方について
検討します。また、歩道の再整備を行うにあたり、既存の歩道に植樹されているケヤキやホルト
ノキについても併せて検討します。 
中央帯を活かした空間を検討する場合には、以下のような横断面構成での整備を検討します。 

 

 
 

 
図 5.1.3 中央帯を活かした標準断面（上：現況 下：計画）

 

※35  建築限界 

道路上で車両や歩行者の交通の安全を確保するために、ある一定の幅と高さの範囲内には障害と 

なるような物を置いてはいけないという空間確保の限界。  

 １-２．県道鶴崎停車場線の中央帯 

長 

所 
  往復の交通を分離し、対向車線への飛び出し防止

による事故を防止する。 

  新緑を通じて、季節を感じる。 

  防風の効果により砂などの飛散を防止している。 

  JR 鶴崎駅周辺の景観と調和し、地域全体の美しさ

を向上させている。 

短 

所 

  落ち葉が発生する。 

  鳥などが発生して困る。 

  剪定により枝を切りすぎている。 
図 5.1.2 県道鶴崎停車場線の中央帯 
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２．自由通路の検討について                                 

JR 鶴崎駅の南北を結ぶ自由通路については、既存の跨線橋※36 の構造確認や改札機能の位置、  
通路の接続位置など、以下の課題を検討する必要があります。 

 
今後は、利用実態調査など、自由通路の必要性や機能性についての検討を行います。 
 

  
資料：国土地理院（撮影日：2007 年）  

図 5.2.1 JR 鶴崎駅の南北の状況 

 
 
 
 
 

 
※36  跨線橋 

鉄道線路を超えるためにその上にかけ渡した橋。  

① 既設の跨線橋の設計基準の確認 
② 駅北側エリアのアクセス道路などの整備を検討 

鶴崎駅 
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３．鶴崎駅周辺の各取組の実施時期のイメージ                                 

基本構想の将来像である「伝統と文化を感じる多世代のための暮らしの拠点」の実現に向けた
取組を下記に示します。鶴崎駅前拠点をはじめ、短期の取組みを先行して実施し、さらに中期・
長期的な取組に波及させるよう事業の推進を図ります。 
本市は、協働のまちづくりを推進する中で、各取組に必要な支援に努め、地域住民や関係者の

意向を最大限に尊重します。また、実現に向けて、市の庁内体制を構築するとともに、関係機関
との調整を行います。 

 
図 5.3.1 取組のイメージ 

 

 取組内容 

取組時期 

短期 中期 長期 

鶴崎駅周辺全域 

（共通） 
鶴崎駅周辺全域 

エリアマネジメント、 

防災・減災に向けた取組 
   

鶴崎駅前拠点 

鶴崎駅前広場 JR 鶴崎駅駅前広場    

県道鶴崎停車場線 
県道鶴崎停車場線 

（(都)鶴崎駅前松岡線） 
   

鶴崎コミュニティ拠点 
鶴崎市民行政センター

周辺 

鶴崎市民行政センター、 

鶴崎公民館、鶴崎公園 
   

鶴崎コミュニティ軸 

市道北鶴崎 3 号線 
市道北鶴崎 3 号線 

（（都）船頭町線） 
   

市道中鶴崎 1 号線 市道中鶴崎 1 号線    

広域連携軸 国道 197 号 国道 197 号沿線    

地域連携軸 

市道鶴崎・三佐線 

（(都)寺司三佐線） 

市道鶴崎三佐線 

（(都)寺司三佐線） 
   

県道鶴崎大南線 

（別保橋） 

県道鶴崎大南線  

（(都)鶴崎駅前松岡線） 
   

鶴崎歴史とみどりの 

ネットワーク 

回遊ネットワーク 

市道南鶴崎 6 号線  

（空桑思索の道）  

乙津川右岸緑地 など 

   

街区公園 

羽佐間児童公園、新堀公園、

東浦公園、岩丸児童公園、 

伴出公園 

   

資料：鶴崎駅周辺整備基本構想  

図 5.3.2 実施時期のイメージ 
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上空からみた鶴崎駅周辺のようす（撮影：2025年 3 月） 
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１．上位・関連計画の整理                       

(1) 大分市総合計画「未来へつなぐ おおいたビジョン 2034」 

策定年月 2025（令和 7）年 4 月 

計画の期間 2025（令和 7）年度～2034（令和 16）年度 

めざすまちの姿（都市像） 誰もが“幸せ”を実感できるまち OITA 

基本的な政策 

１ 豊かな個性をはぐくみ、ともに成長できるまち 

２ 共生する社会を実現し、安心して暮らせるまち 

３．新たな価値を創造し、未来に挑戦できるまち 

基
本

計
画

（
各

論
）
 

１ 豊かな個性を

はぐくみ、ともに成

長できるまち 

第４章 個性豊かな文化・芸術の創造と発信 

〉〉〉伝統文化の保存・継承 

●伝統的に地域で受け継がれてきた民俗文化財の保存・継承に努めます。 

●伝統芸能や地域固有の行事などを通じ、地域に対する愛着をはぐくむとともに、市民

相互の連携を深めて地域の活性化を図ります。 

３．新たな価値を

創造し、未来に挑

戦できるまち 

第 7 章 快適な都市構造の形成と機能の充実 

第１節 計画的な市街地の形成 

〉〉〉風格ある広域都心と暮らしやすい地区拠点の形成 

●地域特性を生かした個性と魅力があふれ、生活サービス機能が集積した暮らしやす

い持続可能な地区拠点の形成を目指します。 

〉〉〉計画的な土地利用の推進 

●自然・歴史・文化を生かし、商業・工業、住居・田園などのバランスを保った、将来に

わたり持続可能な魅力ある都市の形成を目指すため、社会情勢の変化や地域特性

を考慮した土地利用の制限や誘導策を検討するとともに住環境の整備や市街地の

再開発など、地域の特性に応じた事業の推進を図ります。 

●市街地の整備等に当たっては、低・未利用地の有効活用など、効率的かつ都市の

健全な発展に資する土地利用を図るとともに、緑の保全や創造、景観、防災などに

配慮し、周囲の環境との調和、宅地等の安全性の確保に努めます。 

〉〉〉産業や生活を支える道路体系の確立 

●地域間の連携強化と経済・産業活動の活性化、交通渋滞の緩和などのため、道

路・橋梁の改良・改修等を促進します。 

〉〉〉人にやさしく、強く美しい都市空間の創造 

●段差の解消や点字ブロックの適正配置、無電柱化の推進などのハード整備とソフト

施策である「心のバリアフリー」の両面から、バリアフリーやユニバーサルデザインに配

慮した都市空間の整備に取り組みます。 

●災害時の延焼遮断帯や避難・輸送路、避難場所など災害に強い都市空間の整備

を進めます。 

●質の高い都市景観づくりや地域の特性を生かした個性ある都市空間形成を推進す

るとともに、魅力的で快適に回遊できる都市を目指します。 
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第２節 交通体系の確立 

〉〉〉公共交通ネットワークの構築 

●関係機関等と連携して、公共交通ネットワークの維持・利用促進に努め、日豊本線

の高速・複線化の促進など、有機的な広域交通体系の確立を進めます。 

〉〉〉公共交通の利便性の向上と利用促進 

●高齢者や障がいのある人等の移動制約者や訪日外国人旅行者、来訪者等の公共

交通機関を利用した移動の安全性及び利便性の向上を図るため、市民、交通事業

者、行政が一体となり、ハード・ソフトの一体的な取組のもと利用環境のユニバーサ

ルデザイン化・バリアフリー化を促進します。 

〉〉〉自転車等利用環境の充実 

●国、県等の関係機関と連携し、連続性のある自転車通行空間の整備を進めるなど、

自転車を安全・快適に利用できる環境づくりに努めます。 

●駐輪場の整備やシェアサイクル業などの利便性向上に向けた取組を進めます。 
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(2) 大分市都市計画マスタープラン 

策定年月 2021（令和 3）年 3 月 

目標年次 2040（令和 22）年 （中間年次：2030（令和 12）年） 

将来都市像 笑顔が輝き 夢と魅力あふれる 未来創造都市 

基本理念 

１ 健やかでいきいきと暮らせるあたたかさあふれるまちづくり 

２ 豊かな心とたくましく生きる力をはぐくむまちづくり 

３ 安全・安心を身近に実感できるまちづくり 

４ にぎわいと活力あふれる豊かなまちづくり 

５ 将来にわたって持続可能な魅力あふれるまちづくり 

６ 自然と共生する潤い豊かなまちづくり 

都市づくりの 

基本方針 

１ 県都にふさわしい広域都心の形成 

２ 広域的な交流・連携やまちづくりを支える交通体系の確立 

３ ライフスタイルを豊かにする快適で安全な住環境と地区拠点を中心としたコンパクトな都市づくり 

４ 都市の個性と風格を醸成し集客力を高める都市の魅力創出 

５ 人と自然とが共生できる豊かな自然環境の保全・活用と身近な緑、水辺の再生 

６ 自然災害に備える防災機能の向上と危機管理体制の確立 

７ 産学官民が協働して参画する都市づくりの推進 

将来都市構造 

■鶴崎駅周辺：歴史と伝統の息づく居住型拠点の形成 

・JR 鶴崎駅周辺地区については、商業・業務機能と都市型居住機能の集積による地区拠点の形

成を図ります。 
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地区別構想 

（鶴崎地区） 

 

■まちづくりの目標 

「歴史と伝統の息づく居住型拠点の形成」 

 

■鶴崎地区のまちづくりの方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■まちづくりの方針 

１．土地利用・市街地整備 

・JR 鶴崎駅周辺及び鶴崎市民行政センター周辺では、国道 197 号の拡幅整備と合わせた駅前

広場の整備等の交通結節機能の強化、既存施設の有効活用を基本とした施設整備と各施設間

の連携等、計画的な市街地の再生により、商業・業務施設と都市型住宅が調和し、地域に根づい

た歴史や文化を生かした地区拠点の形成を図ります。  

・三佐北地区においては、住環境整備事業による良好な住宅市街地の形成を推進します。  

・狭あい道路や行き止まりが多い地区等においては、安全で快適な住環境の形成に向けた取組を

進めます。  
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・松岡地区の大規模商業施設周辺においては、居住機能と商業機能が融合した利便性の高い市

街地形成を図るため、隣接する大分スポーツ公園などと調和し、多くの人を惹きつける魅力ある地

区として都市型観光交流拠点の形成を図ります。  

・国道 197 号南バイパス周辺で先端産業系の工場が立地する地区では、内陸型産業拠点の形

成をはたらきかけます。  

・市街化区域内における既存の大規模な低・未利用地などについては、地域特性を考慮しつつ、道

路整備など必要な基盤整備とあわせ計画的な土地利用について検討を行います。 

 

２．交通施設 

・国道 197 号の渋滞緩和のため、車線数の不連続区間の解消に向けた取組を進めます。  

・国道 197 号南バイパスと県道鶴崎大南線との交差点（毛井交差点）の立体化を目指します。  

・県道鶴崎大南線の拡幅整備を促進し、隣接する地区との連携強化を図ります。  

・(都)乙津森町線の整備により、大南方面から市北部へ向う交通量を分散し、都市内の交通流動

の円滑化を目指します。  

・生活利便性の向上を図るため、広域幹線道路や都市幹線道路を補完する幹線道路の整備を推

進します。  

・県道松岡日岡線は、地区の南北方向の都市内連携軸としての交通機能の強化を図ります。  

・国道 197 号などの渋滞緩和や住宅団地の利便性向上を図るため、猪野団地入口と鶴崎スポ

ーツパーク付近を結ぶ（都）松原国宗線の整備を推進します。  

・JR 鶴崎駅においては、駅前広場の整備など駅利用者の利便性向上に向け、交通結節機能の強

化を図ります。  

・新たな交通システムの導入検討や東九州自動車道の活用など、大分スポーツ公園周辺へのアク

セス強化の在り方について検討を進めます。  

・歩道などのバリアフリー化を推進します。  

・公共交通の充実に向けて関係機関にはたらきかけます。 

 

３．環境・景観 

・大分スポーツ公園のさらなる利活用・整備方針の検討等を推進し、大分県民のスポーツ拠点の

形成を図ります。  

・鶴崎スポーツパークを地区の核となる公園として位置付け、乙津川の親水空間を有する水辺の

楽校(がっこう)などの活用を推進します。  

・大野川や乙津川の水質保全と河畔林の整備、また、河川空間を生かした水辺空間の整備、自転

車道の整備を図ります。  

・九六位山を中心とする山地・丘陵地の自然環境の保全を図るとともに、森林に親しめる環境の整

備を推進します。  

・高尾山を中心とした自然環境の保全と活用を図ります。  

・大野川や乙津川沿いに広がる優良農地と田園環境の保全を図ります。  

・高田輪中地区においては、河川の恩恵や災害に抗する生活の知恵の中で形づくられた輪中の伝

統を踏まえた景観の形成・保全を推進します。  

・横尾地区に残る国指定史跡横尾貝塚等の歴史資源を生かした公園整備を推進します。  
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・東九州自動車道松岡パーキングを生かした大分スポーツ公園へのアクセスを検討するとともに、

その周辺地区における地域の特色を生かした活動の維持・増進、にぎわいの創出に向けた取組を

支援します。 

４．その他 

・河川の堤防の強化などのインフラの整備により、地域全体の防災面の強化を図ります。  

・空き家や空き地を生かした地域コミュニティ活動の推進を図ります。  

・森地区について、計画的な雨水排水ポンプ場の建設や雨水管きょの整備を推進します。  

・汚水処理の未普及対策として、人口密度の高い地域や住民意向調査による早期接続に見込め

る地区を優先的に整備します。あわせて官民連携による設計・施工一括発注方式（DB）による汚

水管きょ整備を実施します。 
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(3) 大分市立地適正化計画 

策定年月 2024（令和 6）年 3 月 

目標年次 2040（令和 22）年 

都市づくりの基本理念 
元気・安心・快適な暮らしを支える 

将来にわたって持続可能な『多極ネットワーク型集約都市』の形成 

都市づくりの基本方針 

１ 県都にふさわしい風格とにぎわいのある大分都心拠点づくり 

２ 地域特性を生かした個性と魅力あふれる地区拠点づくり 

３ だれもが安心して暮らし続けることができる居住環境づくり 

４ 交流とつながりをはぐくむ公共交通ネットワークづくり 

目指すべき 

将来都市構造イメージ 

 

誘導区域及び 

誘導施設 

■居住推奨区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■誘導施設（都市機能誘導区域内において、立地を誘導すべき都市機能増進施設） 

・都市機能誘導区域及び誘導施設の位置付けなし 
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(4) 大分都市圏総合都市交通計画 

策定年月 2021（令和 3）年 3 月 

目標年次 2035（令和 17）年 

都市圏における 

交通体系の将来像 

将来にわたって安心して利用でき、 

地域の活力と都市圏の発展を支える交通体系 

基本方針 

１ 他都市圏との活発な交流・連携を支援する広域交通体系 

２ 拠点集約型まちづくりを支援する持続可能な交通体系 

３ 安全・安心な移動により生活を支える交通体系 

県都・大分市の 

将来交通体系 

■大分市における道路ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）短期：概ね 5 年程度、中期：概ね 10 年程度、長期：概ね 10～20 年程度 

 

■大分市における道路ネットワークに関する整備候補路線 

No 路線名 区間 
供用を 

目指す時期 

9 
（国道 197 号）

駄ノ原細線 

乙津町～大字志村 

【乙津交差点～志村交差点】 
中期 

 

大分市における地区毎の

主な公共交通施策 

（鶴崎地区） 

■幹線交通網の強化策 

○鶴崎駅を中心とした交通結節機能の強化 

○大型商業施設やスポーツ施設を有する明野地区との連携強化 

○大分地区への効率的な交通システムの検討 

■地域内交通網の強化策 

○沿岸工業地帯、内陸産業拠点との連絡強化 
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(5) 大分市地域公共交通計画 

策定年月 2022（令和 4）年 3 月 

計画期間 2022（令和 4）年 4 月～2027（令和 9）年 9 月 

地域公共交通の 

基本理念 

市民・交通事業者・行政が連携し、だれもが快適に 

移動できる公共交通ネットワークの構築を目指す。 

地域公共交通の 

基本方針 

１ すべての人が住み慣れた場所で安心して生活できる公共交通の維持・活性化 

２ 風格とにぎわいのある都市拠点や地域の特性を活かした個性的で魅力ある地区拠点の形成を

支える公共交通ネットワークの構築 

３ 利用者のニーズに合った効果的な公共交通ネットワークの構築 

４ 市民や来街者、だれもが分かりやすく利用しやすい公共交通の環境整備 

目標を達成するため

に行う取組の全体像 
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(6) 大分市バリアフリーマスタープラン 

策定年月 2025（令和 7）年 4 月 

計画期間 2025（令和 7）年度～2034（令和 16）年度 

基本理念 だれもが 自由に どこへでも 豊かさあふれる 大分市 

基本方針 

１ バリアフリー・ユニバーサルデザインを基本としたまちづくりの市全域への拡大 

２ 誰もが円滑に移動できるバリアフリー環境の持続的な形成と強化 

３ 心のバリアフリーの推進と強化 

４ 市民・事業者・行政の協働による住民参加の取組 

５ 継続的なバリアフリー化の進行管理を検証 

６ 計画立案から周知へ、バリアフリーの普及・啓発活動の推進 

移動等円滑化促進地区 

（重点整備地区候補） 

について 

 

整備の方向性 

①現状 

・鶴崎駅周辺地区は、重点整備地区にも位置付けられており、バリアフリー整備を進めていま

す。しかし、国道197 号の拡幅事業など、主要な道路事業が完了していません。 

・鶴崎駅は「移動等円滑化の促進に関する基本方針」に基づく鉄道駅のバリアフリー化につい

ては、2018（平成30）年度に実施されています。 

②ヒアリング調査 

・2023（令和5）年に障がい者団体を対象に実施したヒアリング調査において、鶴崎駅周辺地

区の整備方針に関する6つの整備事業（公共交通、道路、公園、建築物・駐車場、交通安

全、教育啓発）について、必要とされている事業の傾向を整理します。 

・以下、図に示すように「道路」に関する事業への投票が40%と最も多く、次いで、「公共交

通」に関する事業が29%、「交通安全」に関する事業が13%となっています。最も投票が少な

かったのは、「建築物・駐車場」「教育啓発（心のバリアフリー）」に関する事業で4%となってい

ます。 

・鶴崎駅周辺地区では、「道路」や「公共交通」に関する事業が求められる傾向にあります。 

③現地調査・まち歩き点検 

・現地調査では、エスコートゾーンや視覚障がい者誘導用ブロックの未設置などが課題とされ

ています。 

・障がいのある人や高齢者及び行政機関等の参加のもと2024（令和6）年度に実施したまち

歩き点検において、鶴崎駅周辺地区の道路について、段差の解消や区画線の修繕、交通

安全施設の設置などバリアフリー化が課題として挙げられています。 

・まち歩き点検後の意見交換会では、「道路」や「心のバリアフリー」に関する取組方策が求め

られる傾向にあります。 
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④整備の方向性 

・鶴崎駅周辺地区においては、国道197 号の拡幅事業など各種特定事業を実施し、高齢

者や障がいのある人などの方が円滑に移動できるバリアフリー環境の整備を推進します。 

・マスタープランの基本方針に基づき、心のバリアフリーに関する取組を、市民や公共交通事

業者等との協働により推進するとともに、ソフト対策に関する特定事業として、心のバリアフリ

ー教育の実施や各種施設の適正利用に関する広報、啓発活動の充実など、意識の向上を

図るための施策を推進します。 
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(7) 大分市バリアフリー基本構想【鶴崎駅周辺地区】 

策定年月 2025（令和 7）年 4 月 

計画期間 2025（令和 7）年度～2029（令和 11）年度 

基本理念 だれもが 自由に どこへでも 豊かさあふれる 大分市 

基本方針 

１ バリアフリー・ユニバーサルデザインを基本としたまちづくりの市全域への拡大 

２ 誰もが円滑に移動できるバリアフリー環境の持続的な形成と強化 

３ 心のバリアフリーの推進と強化 

４ 市民・事業者・行政の協働による住民参加の取組 

５ 継続的なバリアフリー化の進行管理を検証 

６ 計画立案から周知へ、バリアフリーの普及・啓発活動の推進 

重点整備地区の区域 

（生活関連施設 

・生活関連経路） 

について 

 

重点整備地区における 

バリアフリーに関する 

取組方策 

○公共交通機関について 

・一般参加者による重みづけの結果が34％となっており、最も高い結果となっています。 

・鶴崎駅に整備された多機能トイレやエレベーターは一定の評価があるものの、高齢者や障

がいのある人などにとって移動手段である公共交通については、JR やバス、タクシーなどの

各種交通機関の連携により移動環境を確保など、バリアフリー化が必要です。 

・また、音声案内や掲示板の設置などの案内の充実により、はじめての利用者にも分かりやす

い整備が求められています。 

○道路について 

・一般参加者による重みづけの結果が26％となっており、二番目に高い結果となっています。

行政参加者も含めた全体の集計結果では、34％と最も高くなっています。 

・鶴崎駅周辺地区では、国道197号の拡幅事業や、鶴崎駅周辺整備基本構想に基づくまち

づくりの展開などとあわせてバリアフリー化を推進する必要があります。 

・まち歩き点検を行った市道中鶴崎1号線をはじめ、生活関連経路には歩道がない経路が

多いため、安全な通行空間を確保が求められています。 

○公園について 

・鶴崎市民行政センター周辺整備により、鶴崎公園の整備が進んでいます。 

・鶴崎駅周辺整備基本構想に基づくまちづくりの展開などとあわせてバリアフリー化の検討が

必要です。 

■生活関連施設 ■生活関連経路 
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(8) 第 2次大分市自転車活用推進計画 

策定年月 2025（令和 7）年 3 月 

計画期間 2025（令和 7）年度～2029（令和 11）年度 

基本方針 だれもが安全・快適に自転車を利用できるまちの実現 

施策の体系 

 

具体的な取組 

１ 安全で快適な 

自転車通行空間づくり 

（１）「大分市自転車走行空間ネットワーク整備計画」の推進 

■ネットワーク路線 
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(9) 大分市自転車走行空間ネットワーク整備計画 

策定年月 2021（令和 3）年 3 月 

計画期間 2021（令和 3）年度～2025（令和 7）年度 

基本方針 
ハード施策の基本方針 「安全で快適な自転車通行空間づくり」 

ソフト施策の基本方針 「安全な自転車等の普及促進」 「自転車ルール・マナーの啓発」 

施策の体系 

■ハード施策とソフト施策の基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク計画 

■ネットワーク計画図 
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(10) 大分市緑の基本計画 

策定年月 2019（平成 31）年 3 月 

目標年次 2038（令和 20）年度 

基本理念 

１ 大分らしさを活かした緑づくり 

２ 人と自然が共生する地域づくり 

３ 環境にやさしいまちづくり 

４ ゆとりとうるおいのある生活空間づくり 

５ 安全・安心のまちづくり 

６ 市民参加の緑づくり 

緑の将来像 

■緑の将来像図 

 

 

 

 

地区別の 

緑の配置方針 

■鶴崎地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴崎地区は、緑化推進ゾーン（既成市街地）に該当している。 

※緑化推進ゾーンとは、「既成市街地や住宅団地において、市民、企業、行政が協力しなが

ら、地区の個性を活かしたまちの緑化を進めていくゾーンです。」 
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(11) 鶴崎地域まちづくりビジョン 

策定年月 2018（平成 30）年 7 月 

鶴崎地域の将来像 みんなが住みたくなる 伝統と文化のある街 

市長への提言 

提言１ 鶴崎の伝統・文化を「まもり」「つなげる」「いかす」 

提言２ 豊かな川の恵みをみつめなおす 

提言３ 鶴崎駅や鶴崎市民行政センター周辺を核とした街のにぎわいづくり 

提言4 将来住みたくなる街づくりに向けた取組を推進 

提言に基づく提案事業 

（本地区に関わる 

提言を抜粋） 

■将来像の実現に向けた取組（事業案）一覧 

提言 事業名 概要 

１ 

豊かな歴史と伝統文化

の継承 

・「鶴崎踊」「三佐の山車」「けんか祭り」などの伝統や 

文化を継承する 

・伝統文化継承の拠点となる鶴崎公民館を整備する 

・地域の子どもが伝統文化とふれあう取組を行う 

史実の顕彰による観光

連携の強化 

・歴史を活かした観光交流の推進を行う(鶴崎にゆかり

のある偉人と関係する地域との観光協定など)新たな

観光施設を整備する 

地域イベントの拡大事

業 

・外部から新たに地域イベントをプロデュースできる方を

招いて地域イベント(お祭りなど)を活性化させる 

鶴崎地域の農業の振

興 

・地域の名産品であるニラ、水耕セリ、ミツバ、大葉の

生産振興につなげる 

2 

大野川、乙津川の河川

敷を利用したスポーツ

施設整備とマラソン大

会の実施 

・スポーツで鶴崎を盛り上げ、地域の活性化へつなげる

(乙津川の河川敷沿いにマラソンコースを作りアスリー

トの方に利用してもらう、大野川でボート競技の練習が

できるようにする、一流選手と地域住民との交流を行

うなど) 

川を活かしたまちづくり

事業 

・豊かな川がもたらす水の恩恵を子どもたちの郷土愛を

はぐくむ教育へと生かす(大野川の歴史を継承する資

料館の整備など) 

・大野川沿いの幹線道路を整備する（戸次→高田→

鶴崎） 

・川がもたらす資源を守り、育んで有効活用する 

防災と豊かな川を活か

した街づくり 

・水辺の楽校を活用し、学習施設と避難施設を兼ねた

防災複合施設を整備する 
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(12) 鶴崎駅周辺整備基本構想 

策定年月 20２３（令和 5）年 3 月 

鶴崎駅周辺地区の 

将来像 
伝統と文化を感じる 多世代のための暮らしの拠点 

基本構想の目的 

及び対象区域 

「鶴崎駅周辺整備基本構想」は、市民や利用者のニーズに的確に対応し、本地区の拠点整備の

方向性や方針等を市民、行政、まちづくりの専門家等で共有し、市民が主役となる都市づくりを官

民協働で整備の推進を図っていくことを目的として策定するものです。 

 

課題 

【JR 鶴崎駅周辺に関する課題】 

課題①：交通結節機能の改善  

課題②：駅周辺の環境改善 

［鶴崎支所周辺に関する課題］ 

課題①：鶴崎支所周辺の環境改善 

［交通ネットワークに関する課題］ 

課題①：自動車の渋滞緩和 

課題②：自転車の利用環境の改善 

［歴史文化・自然環境に関する課題］ 

課題①：現状のニーズにあった公園施設の更新 

課題②：乙津川や大野川等の河川敷の有効活用 

課題③：鶴崎地区の歴史文化資源の有効活用 

課題④：歴史文化資源や街区公園等をつなぐ回遊環境の充実 

［防災まちづくりに関する課題］ 

洪水・津波等の災害への対応 
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方針実現に向けた 

取組 

【鶴崎駅周辺全域（共通）】  

・エリアの価値が維持向上するエリアマネジメントが必要です。 

・防災・減災に向けた継続的な取り組みが必要です。 

【鶴崎駅前広場】 

・自家用車、バス、タクシー、自転車等の交通を安全かつ円滑にするとともに、日常の憩いやイ

ベント等への活用を視野に入れた再整備を検討します。 

【県道鶴崎停車場線】  

・駅前広場との一体的な利活用に向けた連携へ取り組みます。 

【鶴崎市民行政センター周辺】  

・鶴崎公民館、鶴崎公園の再整備により、「行政と教育・文化・福祉の拠点施設」としてのリニュ

ーアルや修景整備を推進します。 

・周辺施設への回遊性の向上を図ります。 

【市道北鶴崎３号線】 

・鶴崎コミュニティ軸として歩行者と自動車が安全で快適に往来できる道路空間の形成に取り

組みます。 

【市道中鶴崎１号線】  

・鶴崎コミュニティ軸として、安全で居心地の良い道路空間となるよう修景・美装化を図ります。 

【国道１９７号】 

・国道197号鶴崎拡幅事業の推進をはたらきかけます。 

・国道197号の拡幅に伴った市街地形成について、民間事業者や県と連携した手法を検討しま

す。 

【市道鶴崎・三佐線（（都）寺司三佐線）】  

・JR日豊本線で分断されている市街地南北間の交通動線を円滑にするために、道路のアンダ

ーパス化に向けた取組を推進します。 

【県道鶴崎大南線（別保橋）】  

・ピーク時間における渋滞の緩和に向けた検討を行います。 

【回遊ネットワーク】 

・神社、毛利空桑記念館など地域の歴史文化資源や公園緑地をネットワークする歩行者動線

の形成を図ります。 ・ネットワーク上の河川空間の活用を検討します。 

【街区公園】 

・地区内の複数の街区公園について、周辺環境や利用者特性に応じた機能の再編に取り組み

ます。 



資 料 編 

80 

各取組の実施時期 

のイメージ 
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２．ワークショップ                               

本計画の策定にあたり、駅前広場に対する課題やニーズを把握するために、2023（令和 5）年
12 月から 2024（令和６）年 3 ⽉にかけて、地域住⺠や駅利⽤者、⾼校⽣など幅広い年齢の⽅が
参加するワークショップを行い、多くのご意見をいただきました。 

(1) 第１回ワークショップニュース 
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(2) 第２回ワークショップニュース 
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(3) 第３回ワークショップニュース 
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３．交通量調査結果                          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本計画の策定にあたり、JR 鶴崎駅の利用実態を踏まえ、必要となる施設規模や配置を検討することを目的として、歩行者、自転車、自動車の利用状況について、下記のとおり実態調査を実施しました。 
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４．鶴崎駅前広場の将来利用者数（目標値）                

(1) JR鶴崎駅の利用者数 

令和 6 年 7 月現在、大分市統計年鑑（令和 5 年度）で公表されている年間乗車人員（人/年）
をもとに、1日当り 1往復として駅の利用者数（人/日）を算出しています。 
令和 2 年度以降はコロナ禍の影響で利用者数が減少しているため、コロナ禍以前となる   

令和元年度の 3,844 人を現在の利用者数として設定します。 
 

年度 
年間乗車人員 

（人/年） 
利用者数（人/日）の算出 

平成 30 年度 714,670 714,670×2/365＝3,916 人 

令和元年度 701,530 701,530×2/365＝3,844 人 

令和 2 年度 564,290 564,290×2/365＝3,092 人 

令和 3 年度 562,100 562,100×2/365＝3,080 人 

令和 4 年度 614.295 614,295×2/365＝3,366 人 

資料：大分市統計年鑑（令和 5 年度）         

図 JR 鶴崎駅の利用者数 
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(2) 将来の駅前広場利用者数の設定 

「(1) JR 鶴崎駅の利用者数」で示した駅利用者数（3,844 人）を踏まえ、駅勢圏の人口動向  
および鶴崎駅周辺のまちづくりの動向を考慮し、将来の駅前広場利用者数を設定します。 

 
① 駅勢圏の設定 

JR 鶴崎駅の駅勢圏については、以下の周辺状況を踏まえて、鶴崎中学校区を駅勢圏として  
設定します。 

 
 

 
図 JR 鶴崎駅の駅勢圏 

 
  

  JR 鶴崎駅の東西には約 3.0km 間隔で JR 高城駅と JR 大在駅が位置しており、
両駅の中間となる 1.5㎞程度の範囲を含みます。 

  北側は乙津川と大野川に挟まれた範囲とします。 
  南側は大分鶴崎工業高校を目安とします。 
 



 

97 

資 

料 

編 

 
② 目標値の設定 

駅勢圏内の鶴崎校区の人口は近年減少傾向（図 1.1.2）にあり、少子高齢化が進んでいますが、
鶴崎地域の将来人口は増加する見込み（図 1.1.1）です。 
今後の駅勢圏の人口動向や鶴崎駅周辺のまちづくりの動向を考慮し、現在の駅利用者数を  

維持することを目標とします。 
これに基づき、将来(令和 27 年）の駅前広場利用者数を 3,900（人/日）と設定します。 
 

 
 

 
図 駅前広場の目標値 

 
 
 
 
 

  

【目標値】

R27：3900人

【現在】

R1：3844人

R04：3366人
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将来の駅前広場利用者数 ： 3,900 人/日 
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５．鶴崎駅前広場整備基本計画の策定経過                              

 

2023（令和 5）年度   

2023（令和 5）年 11 月 6 日 第 1 回 鶴崎駅前広場整備基本計画策定委員会 

 ・鶴崎駅前広場整備基本計画の検討体制について 

 ・鶴崎駅前広場整備基本構想について 

 ・鶴崎駅前広場の現況について 

 ・鶴崎駅前広場の課題整理と今後の取組みについて  

 12 月 12 日 第 1 回 鶴崎駅周辺整備推進協議会（第 1 回 鶴崎駅前広場分科会） 

 ・鶴崎駅周辺整備基本構想及び鶴崎駅前広場整備基本計画について 

・鶴崎駅前広場整備に関する要望事項について  

 12 月 16 日 第 1 回 鶴崎駅前広場に関するワークショップ 

 ・現状把握（まち歩き） 

・課題整理 

2024（令和 6）年 1 月 20 日 第 2 回 鶴崎駅前広場に関するワークショップ 

 ・鶴崎の歴史・文化について 

 ・ゾーニング 

 3 月 2 日 第 3 回 鶴崎駅前広場に関するワークショップ 

 ・導入する施設について 

 ・駅前広場のレイアウトについて 

 3 月 7 日 第 2 回 鶴崎駅周辺整備推進協議会（第 2 回 鶴崎駅前広場分科会） 

 ・鶴崎駅前広場に関する説明 

・鶴崎駅前広場整備に関する要望事項について 

 3 月 29 日 第 2 回 鶴崎駅前広場整備基本計画策定委員会 

 ・駅前広場の交通量調査結果について 

 ・ワークショップについて 

 ・第１回～第３回ワークショップの成果について 

 ・ワークショップから得られた整備の方向性について 
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2024（令和 6）年度   

2024（令和 6）年 11 月 26 日 第 3 回 鶴崎駅周辺整備推進協議会（第 3 回 鶴崎駅前整備分科会） 

・鶴崎駅前広場整備基本計画について 

・街路樹の役割および同意書について 

 12 月 20 日 第 3 回 鶴崎駅前広場整備基本計画策定委員会 

 ・鶴崎駅前広場基本計画（素案）について 

2025（令和 7）年 2 月 28 日 第 4 回 鶴崎駅前広場整備基本計画策定委員会 

 ・第 3 回策定委員会等からの主な意見について 

 ・鶴崎駅前広場整備基本計画への反映箇所 

 ・今後の進め方 

2025（令和 7）年度   

2025（令和 7）年 4 月 鶴崎駅前広場整備基本計画の策定 

 

 

６．策定委員会名簿                             

 

 

氏 名 所属団体・役職 備 考 

亀野 辰三 
独立行政法人 国立高等専門学校機構 

大分工業高等専門学校 名誉教授 
委員長 

小野 治子 公立大学法人 大分県立看護科学大学 講師  

吉村 充功 学校法人 文理学園 日本文理大学 教授  

渡邊 博子 国立大学法人 大分大学 教授  
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７．用語解説                               

 

見出し 語 句 解 説 

あ行 アクセス 接近、近づくための交通手段。 

駅勢圏 駅を利用する需要の存在が期待できる地理的な範囲のこと。 

オープンスペース 公園などの公共施設において、建物などによって覆われていない土地の 

総称。 

か行 環境空間 都市の広場としての機能を果たすための空間。 

建築限界 道路上で車両や歩行者の交通の安全を確保するために、ある一定の幅、 

ある一定の高さの範囲内には障害となるような物を置いてはいけない 

という空間確保の限界。 

交通空間 交通結節点としての機能を担う空間。 

交通結節点 複数あるいは異種の交通手段の接続が行われる場所。 

合意形成 皆が納得できるように創意工夫をしながら、多様な意見をまとめること。 

跨線橋 鉄道線路を超えるためにその上にかけ渡した橋。 

混雑度 交通容量に対する交通量の比。主に該当路線の混雑状況を示す指標として

使用される。 

さ行 シェルター 天候等から身を守るための雨風をしのげる場所。 

修景 都市計画や道路計画などで、まち並みとの調和を図り、自然の美しさを 

損なわないように風景を整備すること。 

自由通路 既存の停車場内で鉄道と交差し、専ら歩行者、自転車の交通の用に供する

道路又は通路等をいう。 

照度 光の強さを示す指標で、特定の面における光の明るさを表す。照明計画や

安全性の確保において重要な要素。 

植樹帯 専ら良好な道路交通環境の整備、沿道における良好な生活環境の確保また

は都市部の良好な公共空間の形成という目的を持って設置されるもの。 

全国道路・街路交通情勢

調査（道路交通センサ

ス） 

全国の道路と道路利用の実態を捉え、将来の道路整備の方向を明らかに 

するため、全国の道路状況、交通量、旅行速度、自動車運行の出発地・   

目的地、運行目的等を調査するもの。（最新実施年度：令和 3 年度） 

た行 中央帯 道路を往復の方向に分離するために設けられる帯状の道路の部分。 

低・未利用地 利用されていない土地や、利用が低い土地を指す。 

都市計画決定 都市計画法に基づき、土地利用（土地の用途など）、都市施設（道路、公

園、上下水道など）、計画的な市街地形成などについて計画を定めること。 

動線 人や物が移動する際の経路や方向のこと。 

道路線形 線形とは、道路の中心線が３次元空間において立体的に描く形状のこと。

本計画では、主に平面的に見た道路の中心線の形状（平面線形）をいう。 
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見出し 語 句 解 説 

は行 パークアンドライド 自宅から最寄りの駅やバス停の周辺にある駐車場に駐車し、そこから公共

交通機関（主に鉄道やバス）に乗り換えて、目的地に向かう方法のこと。 

バリアフリー だれもが社会生活をしていく上で、障壁（バリア）となるものを取り除く

こと。 

ふれあい交通 時刻表に従い、公共交通の利用が不便な地域から、最寄りの路線バスの 

停留所までを結ぶ登録制・予約制の乗合タクシーのこと。 

や行 ユニバーサルデザイン 障がいの有無、年齢、性別、人種等にかかわらず、多様な人々が利用し  

やすい都市や生活環境をデザインする考え方。 

ら行 流入・流出 人や車両が特定のエリアに入ること及び出ること。 

わ行 ワークショップ まちづくりなどについて、様々な立場の人々が参加し、技術や知恵を寄せ

合い、共同作業によって解決案を考えたり、提案を行うこと。 

※公的機関等の資料をもとに作成しています。 
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鶴崎駅前広場整備基本計画 
大分市 都市計画部 まちなみ企画課 

2025（令和 7）年 4 月 策定 
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